
特集

災災害害へへのの備備ええ

台風９号が猛威をふるう
　8月２３日、台風９号の大雨により布部

川が麓郷街道（麓郷山部停車場線・道道

544号）に滞水・冠水し、西扇山から西

麓郷の区間が通行止めとなり、現在、復

旧にむけて作業が進められています。
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平

災
  害
  履
  歴

明
治
　
年
５
月
　
日
～
　
日
　

４４

１１

２１

　
東
大
演
習
林
山
火
事

　
３
６
０
０
町
歩
の
原
生
林
焼
失

大
正
５
年
５
月
７
日
・
８
日

　
暴
風
雨
に
よ
り
河
川
氾
濫
。道
路
、

　
橋
梁
、
農
作
物
な
ど
被
害
甚
大

大
正
８
年
８
月
　
日
１９

　
大
雨
に
よ
り
市
街
地
全
域
浸
水
。

　
床
下
浸
水
４
５
０
戸
、
田
畑
冠
水

大
正
　
年
８
月
　
日

１１

２５

　
台
風
に
よ
り
田
畑
被
害
甚
大

大
正
　
年
９
月
　
日
～
　
日

１２

１７

１９

　
大
雨
に
よ
り
死
者
１
人
、
負
傷

　
者
７
人
、
浸
水
家
屋
４
５
０
戸

大
正
　
年
５
月
　
日
　
十
勝
岳
噴
火

１５

２４

大
正
　
年
８
月
　

１５

　
冷
害
で
水
稲
が
５
～
６
分
作

昭
和
６
年
８
月
　
冷
害
５
分
作
以
下

昭
和
７
年
８
月
　
同
　
右

昭
和
８
年
８
月
６
日
～
８
日

　
大
雨
に
よ
り
空
知
川
な
ど
主
要

　
河
川
が
氾
濫

昭
和
　
年
７
月

２０

　
冷
害
で
全
国
的
凶
作

昭
和
　
年
８
月
　
日
・
　
日

２２

１５

１６

　
豪
雨
に
よ
り
布
礼
別
地
区
の
 永
 

え
い

　
 喜
  橋
 が
流
出

き
 
ば
し

昭
和
　
年
９
月
　
日

２２

１５

　
豪
雨
に
よ
り
山
部
地
区
の
各
河

　
川
氾
濫
、
堤
防
決
壊
、
耕
地
浸
水

災害への備災害への備ええ
　昭和３７年８月昭和３７年８月３３日・４日、日・４日、台風９号は未曽有台風９号は未曽有のの
被害をもたらし、多くの市民の日常が失われ　被害をもたらし、多くの市民の日常が失われたた

　
　
成
　
年
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

２３

１１

　
　
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
今
年
４
月
　
日
、
熊

１４

本
県
熊
本
地
方
を
震
源
に
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
５
の
地
震
が
発
生
し
、
熊
本
県
 益
  城
 町
な
ど
に

ま
し
 
き

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
富
良
野
市
で
は

明
治
　
年
に
東
大
演
習
林
の
山
火
事
を
は
じ
め
、
洪

４４

水
や
冷
害
、風
雪
な
ど
に
よ
り
住
宅
や
建
物
、 橋
  梁
 、

き
ょ
う
 り
ょ
う

農
地
や
農
作
物
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
平
成
　
年
９
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け

２３

て
台
風
　
号
と
発
達
し
た

１２

前
線
の
影
響
に
よ
り
、
市

内
の
河
川
が
避
難
判
断
水

位
を
超
え
、
北
大
沼
及
び

東
学
田
二
区
に
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。
今
年

８
月
　
日
に
は
、
台
風
７

１７

号
が
１
時
間
に
　
ミ
リ
、

４０

１
日
間
で
１
４
５
ミ
リ
の

豪
雨
を
も
た
ら
し
、
一
部

の
住
宅
で
浸
水
被
害
が
発

生
。
８
月
　
日
は
に
台
風

２３

９
号
の
大
雨
に
よ
り
ヌ
ッ

カ
ク
シ
富
良
野
川
、
べ
べ

ル
イ
川
、
布
礼
別
川
、
西

達
布
川
及
び
西
達
布
川
支

流
、
富
良
野
川
の
水
位
が

上
昇
し
、
避
難
勧
告
を
発

令
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
が
一

の
と
き
の
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

●●距距 ●●許許

●●虚虚
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昭
和
　
年
３
月
４
日

２７

　
十
勝
沖
地
震
の
影
響
で
納
屋
、

　
畜
舎
倒
壊
若
干
。 暗
 

あ
ん

 渠
 排
水
な

き
ょ

　
ど
埋
没
施
設
に
相
当
の
被
害

昭
和
　
年
５
月
　
日

２７

２８

　
集
中
豪
雨
に
よ
り
麓
郷
、
布
礼

　
別
の
農
地
被
害

昭
和
　
年
７
月
　
冷
害
５
～
６
分
作

２７

昭
和
　
年
７
月
　
同
　
右

２８

昭
和
　
年
９
月
　
日
　

２９

１５

　
台
風
　
号
で
山
部
地
区
の
家
屋

１５

　
倒
壊
と
果
樹
園
の
被
害
甚
大

昭
和
　
年
９
月
　
日
　

２９

２６

　
台
風
　
号
に
よ
り
家
屋
倒
壊
若

１６

　
干
。
農
作
物
、
公
共
施
設
、
森

　
林
資
源
に
被
害

昭
和
　
年
７
月
　
冷
害
５
～
６
分
作

３１

昭
和
　
年
７
月
　
日
～
　
日

３６

２４

２６

　
大
雨
で
各
河
川
氾
濫
、
道
路
、

　
橋
梁
な
ど
被
害
甚
大
。
家
屋
浸

　
水
約
５
７
０
戸
、
田
畑
冠
水
約

　
２
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

昭
和
　
年
８
月
３
日
・
４
日

３７

　
台
風
９
号
に
よ
り
家
屋
浸
水
１

　
３
８
１
戸
、
農
地
、
農
作
物
、

　
農
業
用
施
設
、
農
機
具
、
家
畜
、

　
道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
が
け
崩

　
れ
な
ど
被
害

　
被
害
総
額
７
億
１
千
万
円

昭
和
　
年
７
月
　
冷
害
５
～
６
分
作

３９

昭
和
　
年
８
月
　
日

４１

１９

　
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
沼
地
区
、

　
新
光
町
、
住
吉
町
、
錦
町
で
河

　
川
氾
濫
。
道
路
、
橋
梁
被
害
。

　
家
屋
浸
水
３
２
２
戸
、
田
畑
冠
水

十
勝
岳
大
噴
火

昭昭
和和

年年
８８
月月
にに
襲襲
っっ
たた
台台
風風
９９
号号
のの

お
そ

爪爪
痕痕

つ
め
 
あ
と

３３７７

虚
猛
烈
な
集
中
豪
雨
で
空
知
川
の
支
流
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊

（
山
部
）

許
距
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
（
山
部
石
綿
）

鋸
西
達
布
川
が
決
壊
。
５
戸
が
濁
流
に
流
さ
れ
た

漁
山
部
大
橋
が
流
失
し
国
道
　
号
線
は
完
全
に
寸
断
さ
れ
た

３８

禦
昭
和
　
年
に
架
橋
（
か
き
ょ
う
）
さ
れ
た
五
条
大
橋
も
流
失
し
た

３１

●●

●●

大
正
　
年
５
月
　
日

１５

２４

　
こ
の
年
の
２
月
ご
ろ
か
ら
不
気
味
な
鳴
動
を
響
か
せ
始
め

て
い
た
十
勝
岳
が
突
如
大
爆
発
し
た
。
ガ
ス
と
噴
出
物
で
火
口

周
辺
の
残
雪
が
一
挙
に
解
か
さ
れ
熱
泥
流
と
な
り
、
麓
の
町
上

富
良
野
町
を
襲
い
１
４
４
人
の
尊
い
命
を
奪
う
と
と
も
に
、
成

墾
さ
れ
た
 沃
  野
 を
一
瞬
に
し
て
多
量
の
流
木
と
土
砂
で
埋
め

よ
く
 
や

尽
く
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

昭
和
　
年
６
月
　
日

３７

２９

　
５
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
不
気

味
な
鳴
動
を
続
け
、
噴
煙
を

あ
げ
て
い
た
十
勝
岳
が
爆
発
。

富
良
野
か
ら
も
キ
ノ
コ
状
の

巨
大
な
ド
ス
黒
い
噴
煙
が
見

ら
れ
た
。
噴
煙
は
約
１
万

メ
ー
ト
ル
上
空
に
も
達
し
て
、

時
折
、
火
柱
を
噴
き
稲
妻
の

よ
う
に
光
り
、
火
山
灰
に
混

じ
っ
て
火
山
弾
も
降
っ
た
。

漁漁

禦禦

●●鋸鋸
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茎
 事
前
に
風
と
雨
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

　
算
屋
根
や
塀
な
ど
の
点
検
と
補
強

　
算
側
溝
の
ご
み
や
土
砂
を
取
り
除
く

　
算
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
室
内
へ

荊
 避
難
す
る
と
き
は
…

・
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

　
危
険
を
感
じ
た
ら
安
全
な
場
所
へ
避
難

・
避
難
は
複
数
人
で
基
本
は
徒
歩

・
長
靴
は
避
け
て
履
き
な
れ
た
靴
で
避
難

・
浸
水
し
て
い
る
と
き
は
、
棒
で
地
面
を
確
認
し
な
が
ら
側
溝

　
や
水
路
に
注
意
す
る

・
子
ど
も
は
大
人
と
ロ
ー
プ
で
つ
な
ぎ
、
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

・
浸
水
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
頑
丈
な
建
物
の
２
階
へ
避
難
し
、

　
警
報
な
ど
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
警
戒
を
続
け
る

・
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
、
急
激
に
水
が
流
れ
込
ん
だ
り
、
増
水
し

　
た
り
し
て
危
険
。
安
全
に
避
難
で
き
る
他
の
経
路
を
確
認

蛍
 自
宅
で
待
機
す
る
と
き
は
…

・
浸
水
し
て
い
る
と
き
の
避
難
は
非
常
に
危
険
。
状
況
に
よ
り

　
自
宅
な
ど
に
と
ど
ま
る
判
断
を

・
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
気
象
情
報
を
自
ら
収
集
す
る

・
建
物
内
で
は
、
２
階
な
ど
高
い
所
へ
避
難
す
る
　
　

支 支 支

　
風
水
害
に
は
、
台
風
・
豪
雨
・
土
砂
災
害
な
ど
が
あ
り

風
水
害
に
は
、
台
風
・
豪
雨
・
土
砂
災
害
な
ど
が
あ
り
、、

事
前
に
予
測
で
き
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
備
え

事
前
に
予
測
で
き
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
備
え
てて

お
く
こ
と
が
大
切
で
す

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。。

繋
 警
報
や
注
意
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
注
意
報
　
▼
災
害
の
お
そ
れ
あ
り

　
警
　
報
　
▼
重
大
な
災
害
の
お
そ
れ
あ
り

　
特
別
警
報
▼
数
十
年
に
一
度
の
大
災
害

罫
 風
水
害
の
危
険
度
を

　
　
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
◆
大
雨
（
単
位
・
時
間
雨
量
）

　
　
～
　
ミ
リ
▼
や
や
強
い
雨

１０

２０

《
長
く
続
く
と
き
は
注
意
》　
　
　
　
　
　
　

　
　
～
　
ミ
リ
▼
強
い
雨

２０

３０

《
下
水
や
小
さ
な
川
が
溢
れ
る
》　
　
　
　
　

　
　
～
　
ミ
リ
▼
激
し
い
雨

３０

５０

《
山
・
が
け
崩
れ
が
起
き
や
す
い
》　
　
　
　

　
　
～
　
ミ
リ
▼
非
常
に
激
し
い
雨

５０

８０

　
　
　
　
　
　
　《
水
の
噴
出
や
土
石
流
が
起
き
や
す
い
》

　
　
ミ
リ
以
上
▼
猛
烈
な
雨

８０
　
　
　
　
　
　
　《
大
規
模
災
害
の
お
そ
れ
あ
り
》

　
◆
強
風
（
単
位
・
秒
速
）

　
０
～
　
ｍ
▼
や
や
強
い
風

１５

　
　
　
　
　
　《
風
に
向
か
っ
て
歩
き
に
く
く
傘
が
さ
せ
な
い
》

　
　
～
　
ｍ
▼
強
い
風

１５

２０

　
　
　
　
　
　《
転
倒
す
る
人
も
出
る
。
屋
根
が
は
が
れ
る
》

　
　
～
　
ｍ
▼
非
常
に
強
い
風

２０

２５

　
　
　
　
　
　《
つ
か
ま
ら
な
い
と
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
》

　
　
ｍ
以
上
▼
猛
烈
な
風
《
屋
外
で
の
行
動
は
極
め
て
危
険
。

２５
　
　
　
　
　
　
走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る
》

繋
 大
き
な
揺
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
◆
緊
急
地
震
速
報
（
予
報
）　

　
　
震
度
３
▼
大
半
が
揺
れ
に
気
づ
く

　
　
震
度
４
▼
大
半
が
揺
れ
に
驚
く

１１

２２

強強
風風
・・

水
害
に
備
え

水
害
に
備
え
るる

地地
震
に
備
え

震
に
備
え
るる

昭
和
　
年
５
月
　
日

４３

１６

　
十
勝
沖
地
震
で
道
路
決
壊
、
水

　
道
管
破
裂
、
家
屋
な
ど
被
害

昭
和
　
年
６
月
　
日

４８

１８

　
集
中
豪
雨
で
東
山
の
田
畑
被
害

昭
和
　
年
８
月
　
日
～
　
日

５０

２３

２４

　
台
風
６
号
で
降
雨
量
１
６
８
ミ
リ
。

　
河
川
氾
濫
。
道
路
、
橋
梁
な
ど

　
被
害
。
家
屋
浸
水
２
５
８
戸
、

　
田
畑
冠
水

昭
和
　
年
４
月
　
日
　

５３

１７

　
突
風
に
よ
り
公
共
施
設
、
農
業

　
ハ
ウ
ス
被
害

昭
和
　
年
５
月
１
日
　

５３

　
集
中
豪
雨
に
よ
り
麓
郷
、
布
礼

　
別
、
東
山
、
中
五
区
で
田
畑
冠
水

昭
和
　
年
７
月
８
日
～
　
日

５４

１１

　
集
中
豪
雨
と
降
ひ
ょ
う
に
よ
り

　
島
の
下
、
学
田
、
御
料
、
東
山

　
地
区
で
河
川
氾
濫
。
道
路
、
家

　
屋
被
害
。
田
畑
冠
水

昭
和
　
年
７
月
～
９
月
　

５５

　
冷
害
８
分
作

昭
和
　
年
８
月
４
日
～
６
日

５６

　
前
線
と
台
風
　
号
に
よ
り
豪
雨

１２

　
災
害
。
農
業
、
土
木
被
害
。
床

　
上
浸
水
家
屋
　
戸
、
床
下
浸
水

２７

　
家
屋
１
９
９
戸

昭
和
　
年
８
月
　
日
・
　
日

５６

２２

２３

　
台
風
　
号
と
前
線
に
よ
り
豪
雨

１５

　
災
害
。
最
大
瞬
間
風
速
（
秒
速
）

　
　
メ
ー
ト
ル
に
よ
り
、
住
宅
の

１９
　
一
部
損
壊
　
戸
。
農
業
、
土
木
、

２７

　
教
育
施
設
、
森
林
な
ど
被
害

　
地
震
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
地

震
の
特
徴
を
知
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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昭
和
　
年
８
月
　
日
・
　
日

５７

２９

３０

　
集
中
豪
雨
に
よ
り
御
料
、
学
田
、

　
五
区
、
山
部
地
区
で
床
下
浸
水

　
家
屋
　
戸
。
農
業
、
土
木
な
ど

１１

　
被
害

昭
和
　
年
春
　

６１

　
融
雪
に
よ
り
学
田
三
区
、
山
部

　
で
農
業
被
害

昭
和
　
年
５
月
　
日
　

６１

３０

　
集
中
豪
雨
に
よ
り
麓
郷
、
布
礼

　
別
、
富
丘
、
五
区
、
平
沢
地
区

　
で
農
業
、
土
木
被
害

昭
和
　
年
４
月
　
日
　

６２

２２

　
強
風
に
よ
り
農
業
ハ
ウ
ス
被
害

昭
和
　
年
８
月
　
日
・
９
月
１
日

６２

３１

　
台
風
　
号
崩
れ
の
暴
風
雨
に
よ

１２

　
り
農
業
、
土
木
災
害

平
成
２
年
８
月
　
日
・
　
日

２２

２３

　
台
風
　
号
に
よ
り
布
礼
別
地
区

１４

　
で
農
業
被
害

平
成
４
年
８
月
８
日
・
９
日

　
台
風
　
号
に
よ
り
公
共
施
設
、

１０

　
土
木
被
害

平
成
５
年
５
月
下
旬
～
９
月
下
旬

　
冷
害
５
分
作
以
下
（
平
成
米
騒
動
）

平
成
９
年
６
月
　
日
　

１２

　
東
山
・
平
沢
地
区
で
局
所
豪
雨

　
に
よ
り
農
業
被
害

平
成
９
年
８
月
　
日
１０

　
台
風
　
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気

１１

　
圧
に
よ
り
、
農
業
、
土
木
、
教

　
育
施
設
で
大
雨
災
害

罫
 家
の
安
全
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
算
耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
　
　

　
算
壁
や
塀
に
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
点
検
を
強
化

　
算
家
具
が
倒
れ
て
も
安
全
な
配
置
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、

　
　
家
具
の
配
置
を
確
認

　
算
出
入
口
は
物
で
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、
避

　
　
難
経
路
を
確
保

　
算
Ｌ
字
金
具
で
家
具
を
柱
に
固
定
す
る

　
算
照
明
は
補
助
ひ
も
で
天
井
に
固
定
す
る

　
算
テ
レ
ビ
を
粘
着
マ
ッ
ト
で
固
定
す
る

　
算
冷
蔵
庫
を
転
倒
防
止
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る

茎
 緊
急
地
震
速
報
・
地
震
発
生
時
は
ま
ず
身
の
安
全
確
保
を

・
家
で
は
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

・
施
設
内
で
は
係
員
の
指
示
に
従
う
。
あ
わ
て
て
出
口
に
走
　

　
ら
な
い

・
運
転
中
の
場
合
、
徐
々
に
速
度
を
落
と
し
な
が
ら
道
路
の
左

　
側
に
停
止
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

・
外
に
い
る
と
き
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
看
板
や
ガ
ラ
ス
の

　
落
下
に
注
意
す
る

荊
 地
震
発
生
後
は
周
囲
の
安
全
確
認
を

・
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
履
き
、
転
倒
し
た
家
具
や
ガ
ラ
ス
の
破
片

　
な
ど
に
気
を
つ
け
る

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
火
の
始
末
を
す
る
。
窓
や
戸
を
開
け
、
出

　
口
を
確
保
す
る

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
役
所
な
ど
の
情
報
か
ら
正
し
く
状
況
を

　
把
握
す
る

・
自
宅
の
安
全
を
確
認
後
、
近
所
に
も
声
を
か
け
安
否
確
認
す
る

・
家
が
倒
壊
し
て
い
る
な
ど
、
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判
断
し

　
た
場
合
は
避
難
す
る

支支支支支支支支

◆
 雪
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
気
象
情
報
に
注
意
し
、
暴
風
雪
が
予

　
想
さ
れ
る
と
き
は
外
出
し
な
い
　

・
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

　
防
寒
具
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
、

　
灯
油
、
非
常
食
、
飲
料
水
な
ど
を
準
備

・
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
際
は
、

　
防
寒
具
、
ス
コ
ッ
プ
、　
け
ん
引
ロ

　
ー
プ
な
ど
を
準
備
し
、
十
分
に
燃
料

　
を
確
保
し
て
お
く

◆
 十
勝
岳
の
噴
火
に
注
意

・
十
勝
岳
の
最
大
規
模
の
噴
火
を
想
定
し
た
場
合
に
、
富
良
野

　
市
に
も
積
雪
期
に
は
融
雪
型
泥
流
や
火
山
灰
の
被
害
が
発
生

　
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
富
良
野
市
で
も
暴
風
雪
や
噴
火
の
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
油
断
は
大
敵
で
す
。

　
◆
緊
急
地
震
速
報
（
警
報
）　

　
　
震
度
５
弱
▼
物
に
つ
か
ま
り
た
く
な
る

　
　
震
度
５
強
▼
行
動
に
支
障
が
で
る

　　
◆
緊
急
地
震
速
報
（
特
別
警
報
）

　
　
震
度
６
弱
▼
立
っ
て
い
る
の
が
困
難

　
　
震
度
６
強
▼
は
わ
な
い
と
動
け
な
い

　
　
震
度
７
　
▼
揺
れ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る

３３

雪雪
害害
・・

噴
火
に
備
え

噴
火
に
備
え
るる

登録しましょう登録しましょう！！　

安全・安心メー安全・安心メールル

　災害、防災、防犯などの緊急
情報を迅速に周知するため、あ
らかじめ登録されたパソコンや
携帯電話などにメールでお知ら
せする、富良野市「安全・安心
メール」配信システムを導入し
ていますので、登録しましょう。

≪登録方法≪登録方法≫≫

 携帯電話・スマートフォン

　QRコードから
　空メールを送
　って登録して
　ください。

 パソコン

　市のホームページから登録

　してください。

※メール受信に必要な機材及び通
　信費用は利用者の負担です
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西
中
学
校

富
良
野
小
学
校

富
良
野
高
等
学
校

扇
山
小
学
校

緑
峰
高
等
学
校

東
中
学
校

東
小
学
校

鳥
沼
小
学
校

布
部
小
中
学
校

山
部
小
学
校

山
部
中
学
校

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

樹
海
中
学
校

樹
海
小
学
校

麓
郷
小
中
学
校

布
礼
別
小
学
校

島
の
下
会
館

ぶ
ど
う
果
汁
工
場

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

文
化
会
館

看
護
専
門
学
校

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

北
の
峰
コ
ミ
セ
ン

富
良
野
自
動
車
学
校

扇
山
公
民
会
館

布
部
会
館

御
園
会
館

山
部
北
星
地
区
コ
ミ
セ
ン

山
部
南
陽
地
区
コ
ミ
セ
ン

東
山
支
所

西
達
布
お
も
と
会
館

西
達
布
集
落
セ
ン
タ
ー

西
達
布
開
拓
婦
人
ホ
ー
ム

三
の
山
会
館

平
沢
集
落
セ
ン
タ
ー

麓
郷
集
落
セ
ン
タ
ー

富
丘
総
合
会
館

八
幡
丘
会
館

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
の
農
協
駐
車
場

み
ど
り
公
園

錦
町
公
園

陸
上
競
技
場

朝
日
ケ
丘
総
合
公
園
駐
車
場

チ
ー
ズ
エ
場
前
庭

山
部
中
央
公
園

◆
広
域
避
難
場
所

　
一
時
的
に
避
難
し
て
災
害

の
様
子
を
み
る
避
難
所

◆
指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
発
生
、
ま
た
は
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

◆
指
定
避
難
所

　
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性

が
あ
る
と
き

◆
福
祉
避
難
所
　

　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
避
難
所

状
況
に
応
じ
て
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

長
期
避
難
も
想
定
し
持
ち
出
し
物
を
揃
え
ま
し
ょ
う

算
　
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

算
　
飲
み
水

算
　
簡
易
保
存
食
品

算
　
簡
易
食
器
類

算
　
下
着
類
、
手
袋
、
靴
下

算
　
洗
面
用
具
、
タ
オ
ル

算
　
応
急
医
薬
品

５５

４４

支支支支支支支

非
常
時
の
備

非
常
時
の
備
ええ

避
難
避
難
所所

６６

自
主
防
災
組
織
の
結

自
主
防
災
組
織
の
結
成成

算
　
ビ
ニ
ー
ル
製
敷
物

算
　
懐
中
電
灯

算
　
古
新
聞

算
　
ナ
イ
フ
、
栓
抜
き
、
ラ
イ
タ
ー

算
　
貴
重
品
（
現
金
・
印
鑑
な
ど
）

算
　
ち
り
紙
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

算
　
雨
具
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

支支支支支支支

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
自
衛
意
識
と
隣
近
所
と
の
連
帯
感
で
結
成
さ
れ
る
組

織
で
す
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政
や
消
防
な
ど

が
、
す
べ
て
の
災
害
現
場
に
向
か
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
、
消
火
活
動
や
救
出
・

救
護
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
主
防
災
組
織
（
８
月
１
日
現
在
・
結
成
順
）

組

◆
自
主
防
災
組
織
（
８
月
１
日
現
在
・
結
成
順
）　
　
組
織織

４２４２

若
葉
町
連
合
会
、
若
松
町
連
合
会
、
扇
町
南
町
連
合
会
、
栄
町
連
合
会
、
緑

町
連
合
会
、
布
部
連
合
会
、
幸
町
連
合
会
、
新
富
町
連
合
会
、
朝
日
町
連
合

会
、
住
吉
町
第
２
町
内
会
、
弥
生
町
第
１
町
内
会
、
弥
生
町
第
２
町
内
会
、

桂
木
町
第
１
町
内
会
、
桂
木
町
第
２
町
内
会
、
桂
木
町
第
３
町
内
会
、
桂
木

町
第
４
町
内
会
、
桂
木
町
第
５
町
内
会
、
桂
木
町
第
６
町
内
会
、
北
斗
町
、

北
の
峰
第
３
町
内
会
、
麻
町
連
合
会
、
山
部
一
町
内
会
自
主
防
災
会
、
山
部

第
２
町
内
会
、
山
部
第
４
町
内
会
、
山
部
第
５
町
内
会
、
山
部
第
６
町
内
会
、

山
部
７
町
内
会
自
主
防
災
会
、
山
部
第
９
町
内
会
、
山
部
北
町
第
１
町
内
会
、

山
部
北
町
第
２
町
内
会
、
山
部
西
町
第
１
町
内
会
、
山
部
西
町
第
２
町
内
会
、

山
部
北
星
、
桜
丘
自
主
防
災
会
、
山
部
中
央
区
自
主
防
災
会
、
山
部
共
進
区

自
主
防
災
会
、
山
部
南
陽
農
事
組
合
、
麓
郷
地
区
自
主
防
災
、
西
町
第
３
町

内
会
自
主
防
災
会
、
東
山
振
興
会
、
老
節
布
振
興
会
、
西
達
布
振
興
会

平
成
　
年
８
月
　
日
・
　
日

１０

２８

２９

　
前
線
停
滞
に
よ
り
床
下
浸
水
家

　
屋
５
戸
。
農
業
、
土
木
、
教
育

　
施
設
で
大
雨
被
害

平
成
　
年
９
月
９
日
～
　
日

１３

１２

　
台
風
　
号
と
秋
雨
前
線
で
豪
雨
。

１５

　
農
業
、
農
業
用
施
設
、
土
木
、

　
教
育
施
設
に
被
害

平
成
　
年
２
月
　
日
・
　
日

１６

２２

２３

　
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
り
暴
風

　
雪
。
農
業
ハ
ウ
ス
２
３
８
棟
被
害

平
成
　
年
８
月
　
日
・
９
月
１
日

１６

３１

　
台
風
　
号
に
よ
り
暴
風
・
突
風

１６

　
災
害
。
農
業
、
農
業
ハ
ウ
ス
、

　
市
有
林
、
学
校
に
被
害

平
成
　
年
９
月
８
日
　

１６

　
台
風
　
号
に
よ
り
暴
風
・
突
風

１８

　
被
害
。
住
宅
　
戸
、
農
作
物
、

５０

　
農
業
ハ
ウ
ス
、
市
有
林
、
一
般

　
廃
棄
物
処
理
施
設
、
商
工
、
学

　
校
、
社
会
教
育
施
設
、
社
会
福

　
祉
施
設
に
被
害

平
成
　
年
８
月
　
日

１７

２２

　
大
雨
に
よ
り
空
知
川
が
増
水
し
、

　
空
知
川
河
川
運
動
公
園
が
水
没

　
・
冠
水
な
ど
の
被
害

平
成
　
年
９
月
８
日

１７

　
台
風
　
号
に
よ
り
空
知
川
が
増

１４

　
水
し
、
空
知
川
河
川
運
動
公
園

　
が
水
没
・
冠
水
な
ど
の
被
害

平
成
　
年
８
月
７
日
・
８
日

２２

　
大
雨
・
落
雷
に
よ
る
豪
雨
で
農

　
業
、
土
木
、
水
道
施
設
被
害
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 富
良
野
消
防
団
　
　
　
　
 合
計
　
人
１６４

平
成
　
年
８
月
　
日
・
　
日

２２

２３

２４

　
大
雨
な
ど
で
土
木
被
害

平
成
　
年
９
月
２
日
～
４
日

２３

　
台
風
　
号
及
び
前
線
に
よ
り
、

１２

　
市
内
３
カ
所
の
河
川
が
避
難
判

　
断
水
位
を
越
え
北
大
沼
及
び
東

　
学
田
二
区
に
避
難
勧
告
を
発
令
。

　
農
業
・
土
木
被
害

平
成
　
年
９
月
　
日

２４

１３

　
大
雨
な
ど
で
土
木
被
害

平
成
　
年
３
月
２
日
・
３
日

２５

　
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
り
暴
風

　
雪
被
害
。
死
者
１
人

平
成
　
年
４
月
６
日
・
７
日

２５

　
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
り
暴
風

　
雪
。
農
業
・
教
育
施
設
で
被
害

平
成
　
年
　
月
　
日
・
　
日

２５

１０

１６

１７

　
台
風
　
号
に
よ
り
暴
風
雪
・
降

２６

　
雪
な
ど
が
発
生
。
東
山
、
麓
郷

　
地
区
は
倒
木
に
よ
り
停
電
、
道

　
路
寸
断
。
農
業
、
農
業
ハ
ウ
ス
、

　
土
木
被
害

平
成
　
年
８
月
　
日

２８

１７

　
台
風
７
号
が
時
間
雨
量
　
ミ
リ

４０

　
の
豪
雨
を
も
た
ら
し
住
宅
浸
水

平
成
　
年
８
月
　
日

２８

２３

　
台
風
９
号
に
よ
り
ヌ
ッ
カ
ク
シ

　
富
良
野
川
、
べ
べ
ル
イ
川
、
布

　
礼
別
川
、
西
達
布
川
及
び
西
達

　
布
川
支
流
、
富
良
野
川
の
水
位

　
が
上
昇
し
避
難
勧
告
を
発
令
。

　
避
難
所
３
カ
所
開
設

富良野消防団の配置体富良野消防団の配置体制制

　
平
成
　
年
に
、
上
富
良
野
町
か
ら
占
冠

２１

村
ま
で
の
１
市
３
町
１
村
で
構
成
す
る

富
良
野
広
域
連
合
が
発
足
し
、
市
内
に
富

良
野
消
防
署
と
山
部
出
張
所
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
団
は
、
市
内
に
第
１
分

団
か
ら
第
５
分
団
に
編
成
・
配
置
さ
れ
、

各
地
域
で
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

第
１
分
団
（
富
良
野
）　

第
２
分
団
（
東
山
・
西
達
布
・
老
節
布
）

第
３
分
団
（
山
　
部
）
　
　

第
４
分
団
（
麓
郷
・
布
礼
別
）

第
５
分
団
（
布
　
部
）

  上杉 日出男さん（４１歳）

　　建築・板金業経営
　　第１分団第２部長
　　団員歴２１年

入
団
の
き
っ
か
け
 

｜
｜

　
父
の
会
社
を
継
ぐ
た
め
に
、
地
域
の
人

と
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
消
防
署
員
に
声
を
か

け
ら
れ
て
入
団
し
ま
し
た
。
消
防
団
で
は
、

幅
広
い
年
齢
層
・
異
業
種
の
人
た
ち
が
同

じ
目
的
の
も
と
に
活
動
す
る
と
同
時
に
、

新
た
な
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き
る
な
ど
、

入
団
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
も
、
今
は
団
員
数
が
不
足
し
て
い
る
状

況
で
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な
気
が
し
ま
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
 

｜
｜

　
消
防
団
の
活
動
は
、
住
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
守
る
こ
と
で
、実
際
の
任
務
中
、

家
が
全
焼
し
た
家
族
の
困
惑
ぶ
り
な
ど
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
は
、
本
当
に
辛

く
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。
で
も
、
現
場
に
駆
け
つ
け
た

人
た
ち
か
ら
、
私
た
ち
消
防
団
に
感
謝
や

労
い
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
時
は
、

団
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
大
切
さ
 

｜
｜

　
富
良
野
市
は
比
較
的
災
害
は
少
な
い
で

す
が
、
そ
の
反
面
、
そ
れ
に
対
処
す
る
知

識
や
危
機
意
識
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
災
害
に
対
し
て「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
バ
ラ
ン
ス
や
地
域
の
つ
な
が
り

が
重
要
だ
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
行
動
を
実
際
に

実
践
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
阪

神
淡
路
大
震
災
で
は
、
助
か
っ
た
命
の
８

割
が
地
域
住
民
の
力
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

地
域
の
力
で
助
か
る
命
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
学
び
、
消
防
団
活
動
や
町
内
会
の

自
主
防
災
組
織
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

団
　
本
　
部
　※

数
字
は
９
月
1
日
現
在
の
団
員
数

３
人

　
人
３９　

人
４７　

人
２９　

人
２８　

人
１８

南富良野町

芦別市
中富良野町

上富良野町

地
域
の
た
め
に

　
活
動
し
よ
う
！

消防団に入団希望の方や、興味のある方は、

気軽に富良野消防暑に問い合わせください。

鰹問 富良野消防署　拶２３‐５１１９

　
東
日
本
大
震
災
や
今
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
行
政
や
消

東
日
本
大
震
災
や
今
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
行
政
や
消
防防

に
加
え
、
多
く
の
消
防
団
員
が
災
害
救
助
活
動
を
し
て
い
る
姿

に
加
え
、
多
く
の
消
防
団
員
が
災
害
救
助
活
動
を
し
て
い
る
姿
がが

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
多
く
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
多
く
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れれ

仕
事
を
し
て
い
て
、
災
害
が
発
生
す
る
と
一
目
散
に
現
場
に
駆

仕
事
を
し
て
い
て
、
災
害
が
発
生
す
る
と
一
目
散
に
現
場
に
駆
けけ

つ
け
、
救
助
活
動
や
消
火
活
動
な
ど
行
う
頼
も
し
い
組
織
で
す

つ
け
、
救
助
活
動
や
消
火
活
動
な
ど
行
う
頼
も
し
い
組
織
で
す
。。

こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
は
、
災
害
時
に
自
分
た
ち
の
地
域
は

こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
は
、
災
害
時
に
自
分
た
ち
の
地
域
は
自自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
消
防
団
員
の
熱
い
思
い
が
あ
り
ま
す

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
消
防
団
員
の
熱
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。。

消
防
団
員
の
熱
き
思

消
防
団
員
の
熱
き
思
いい

７７
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富
良
野
市
最
大
規
模
の

夏
の
催
し
「
北
海
へ

そ
祭
り
」
は
今
年
で
　
回
目

４８

を
迎
え
、
７
月
　
日
と
　
日

２８

２９

の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
へ
そ
で
踊
れ
！
へ
そ
で
沸

け
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
観
客

数
５
万
９
千
人
と
、
へ
そ
踊

り
の
踊
り
手
３
千
５
百
人

が
「
北
海
へ
そ
祭
り
」
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
祭
り
最
大
の
見
ど
こ
ろ

「
北
海
へ
そ
踊
り
」
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
演
劇

工
房
と
五
条
商
店
会
が
へ

そ
大
賞
を
受
賞
し
、
賞
金
　１０

万
円
と
ゴ
ー
ル
ド
傘
を
贈

呈
さ
れ
る
と
、
祭
り
会
場
は

一
番
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、
観
客
や
踊
り
手
が
見
守

る
中
、
大
輪
の
花
火
が
夜
空

に
打
ち
上
が
り
、
２
日
間
に

わ
た
る
お
祭
り
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

２日目にへそ大賞を手にした「五条商店会２日目にへそ大賞を手にした「五条商店会」」

虚富良野小学校の中心
　標公園で、祭りの盛会
　を祈願

許雨天の中、笑顔でへそ
　踊りを全力で披露し
　た子どもたち

距富良野高校書道ガー
　ルズ＆ボーイズが熱
　筆パフォーマンス

鋸郷土芸能「富良野彌榮
　太鼓」の勇壮な演奏が
　祭りを鼓舞

漁多くの外国人がへそ
　踊りに飛び入り参加

禦ダンスサークルの子
　どもたちが舞台狭し
　とリズムを刻む

魚フィナーレを飾ざる
　大輪の花火が夜空を
　彩り、今年の北海へそ
　祭りは閉幕

各
　
賞

★
一
般
の
部

　
へ
そ
大
賞

　
操
上
秀
峰
賞

　
森
田
藤
八
賞

　
横
尾
栄
次
郎
賞

　
図
腹
絵
賞

　
へ
そ
衣
装

★
大
へ
そ
の
部

　
金
　
賞

　
銀
　
賞

　
銅
　
賞

★
小
へ
そ
の
部
 

　
金
　
賞

　
銀
　
賞

　
銅
　
賞

７
月
　
日
２９

五
条
商
店
会

新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

北
海
臍
神
輿
会

富
良
野
市
職
員
福
利
厚
生
会

本
通
り
振
興
会

五
条
商
店
会

東
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

社
団
法
人
富
良
野
青
年
会
議
所

富
良
野
高
校
茶
道
部

キ
ラ
キ
ラ
キ
ン
ダ
ー

本
通
り
振
興
会

五
条
商
店
会

各
　
賞

★
一
般
の
部

　
へ
そ
大
賞

　
操
上
秀
峰
賞

　
森
田
藤
八
賞

　
横
尾
栄
次
郎
賞

　
図
腹
絵
賞

　
へ
そ
衣
装

★
大
へ
そ
の
部

　
金
　
賞

　
銀
　
賞

　
銅
　
賞

★
小
へ
そ
の
部
 

　
金
　
賞

　
銀
　
賞

　
銅
　
賞

７
月
　
日
２８

★
一
般
の
部

N
P
O
法
人
ふ
ら
の
演
劇
工
房

道
路
工
業
株
式
会
社

富
良
野
市
職
員
福
利
厚
生
会

富
良
野
看
護
専
門
学
校

上
川
総
合
振
興
局
南
部
耕
地
出
張
所

カ
ワ
ム
ラ
整
形
外
科
カ
ワ
ム
ラ

メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ

富
良
野
西
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

富
良
野
・
崇
明
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ダ
ン
サ
ー
ズ

富
良
野
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

東
ス
ワ
ロ
ー
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

ス
マ
イ
ル
　
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

６
代
目
富
小
っ
子
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

★
各
賞
受
賞
団
体
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●

へそ大賞に沸く「NPO法人ふらの演劇工房へそ大賞に沸く「NPO法人ふらの演劇工房」」

●

●●

●

●●

女
神
輿

女
神
輿
がが
契
機
契
機
づ
け
づ
け

許虚

距 魚

鋸

漁 禦

笑顔と涙笑顔と涙のの
赤ちゃんハイハ赤ちゃんハイハイイ
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ふらの樹海
野菜工房
「しずく」

▲東山パークゴルフ場横にあるふらの樹海野菜工房「しずく」

山
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
新

た
な
活
動
拠
点
と
し
て
東
山

地
域
連
絡
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
農
産
物
直
売
所
ふ

ら
の
樹
海
野
菜
工
房
「
し
ず
く
」。
東

山
地
域
の
農
産
物
を
は
じ
め
、
パ
ン

な
ど
の
加
工
品
を
販
売
し
、
６
月
３

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の

市
民
や
観
光
客
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
直
売
所
は
、　

月
９
日
ま
で
の
毎

１０

週
金
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
営
業
し
、

現
在
　
戸
の
東
山
地
域
の
農
家
が
新

４３

鮮
で
旬
な
野
菜
な
ど
を
提
供
・
販
売

し
て
い
ま
す
。「
リ
ピ
ー
タ
ー
や
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー
を
終
え
た
人
た

ち
が
立
ち
寄
る
な
ど
、
来
場
者
数
は

予
想
以
上
」
と
話
す
笠
倉
要
一
運
営

委
員
長
。
こ
れ
か
ら
収
穫
の
秋
を
迎

え
、
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
店

頭
に
並
ん
で
い
き
ま
す
。

　
現
在
直
売
所
は
テ
ン
ト
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
来
年
か
ら
は
プ
レ
ハ

ブ
を
設
置
し
直
売
所
の
規
模
を
拡
大

す
る
予
定
で
「
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
れ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
こ
と
も
で
き
ま
す
。
将
来
的
に
規

模
は
小
さ
い
で
す
が
、
み
ん
な
が
立

ち
寄
れ
る
道
の
駅
の
よ
う
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笠
倉
運
営
委

員
長
は
話
し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
地
域
の
人
た
ち
が

一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
お
り
、
直

売
所
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
東
山
地

域
連
絡
協
議
会
を
中
心
と
し
た
地
域

活
性
化
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
　
今
年
は
東
山
エ
リ
ア
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
が
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

の
景
観
を
利
用
し
た
取
り
組
み
も
行

わ
れ
て
お
り
、「
若
者
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
笠
倉
運
営
委

員
長
。
こ
れ
か
ら
も
直
売
所
を
拠
点

に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
道
を
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
、
東
山
地
域
の
フ
ァ

ン
を
た
く
さ
ん
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

東

東山を満喫する拠点づくり

▲即完売するにはら農園のパン

秋の収穫祭開催
　ネット袋に入れた玉ねぎの販売や漬
け物用の野菜などを販売します。

と　き　10月７日鰹金 ・８日鰹土 
　　　　午前８時３０分～午後４時３０分

ところ　直売所敷地内
　　　　（東山パークゴルフ場横）

東山の味覚を満喫！

▲旬の新鮮な野菜が並ぶ
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ん
な
ふ
う
に
自
分
の
限
界
を
自
分
で
決

め
る
の
は
勿
体
無
い
と
思
い
、
不
安
な
気

持
ち
も
希
望
も
全
部
自
分
の
パ
ワ
ー
に

し
て
「
や
れ
る
だ
け
や
ろ
う
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
作
詞
・
作
曲
し
ま

し
た
。
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

ソ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
、
自
分
の
曲
が
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
カ
ラ
オ
ケ
で
流
れ
る
な

ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
が
起

き
て
、
本
当
に
不
思
議
な
感
じ
が
し
て
い

ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
こ
と

　
北
海
道
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
な
っ
て
、
富
良
野
を
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
も
っ
と
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
、

武
道
館
ラ
イ
ブ
や
全
国
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
み
た
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
富
良
野
で

も
ラ
イ
ブ
や
書
き
下
ろ
し
で
曲
を
作
る

こ
と
に
挑
戦
し
て
、
私
に
し
か
歌
え
な
い

歌
を
こ
れ
か
ら
も
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
れ
と
「
富
良
野
の
観
光
大
使
」
に
な

り
た
い
で
す
鎧
ま
だ
駆
け
出
し
で
力
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
富
良
野
を
愛
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

年
６
月
　
日
に
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
か
ら
「
夢
日
和
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ

１５

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
瀬
川
あ
や
か
さ
ん
は
富
良
野
市
出
身
の
　
歳
。
看

２４

護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
る
瀬
川
さ
ん
に
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
の
道
の
り
や
今
後
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

今
―
こ
れ
ま
で
の
道
の
り

　
高
校
ま
で
富
良
野
で
育
ち
、
当
時
は
、

毎
朝
４
時
半
に
起
き
て
旭
川
西
高
に
Ｊ

Ｒ
で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後

は
、
看
護
助
手
を
し
て
い
た
母
の
後
姿
を

見
て
看
護
師
に
な
ろ
う
と
大
学
へ
進
学

す
る
た
め
上
京
。
突
然
、
転
機
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
す
る
と
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
、
今
の
事
務
所
の
人
が
声
を
か
け
て

く
れ
、
そ
の
時
に
内
に
秘
め
て
い
た
「
歌

手
」
と
い
う
夢
を
初
め
て
言
葉
に
し
ま
し

た
。
大
学
卒
業
後
は
、
周
り
の
人
た
ち
に

助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
看
護
師
と
並
行

し
て
、
ラ
イ
ブ
活
動
を
開
始
。
縁
あ
っ
て

今
年
の
６
月
　
日
に
「
夢
日
和
」
と
い
う

１５

曲
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
足
の
指
か
ら
髪
の
毛
の
先
ま
で
、
い

ろ
い
ろ
と
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
午
前
は

看
護
師
、
午
後
は
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
、
一
見
、
正
反
対

の
職
業
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

「
誰
か
を
思
っ
て
何
か
を
す
る
」
と
い
う

点
で
は
同
じ
で
、
看
護
師
の
経
験
が
楽
曲

に
活
き
た
り
、歌
で
癒
し
を
届
け
た
り
と
、

確
か
な
相
乗
効
果
も
感
じ
ま
す
。

―
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
夢
日
和
」
に
つ
い
て

　「
田
舎
」
だ
か
ら
と
言
い
訳
を
し
て
夢

を
諦
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
…
、

「
き
っ
と
無
理
だ
」
と
、
ど
ち
ら
か
１
つ

の
夢
を
諦
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
こ

★絶賛発売中★

夢日夢 日 和和
　作詞／作曲　瀬川あやか
・初回限定盤（DVD付き）
・通常版

富
良
野
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

「「「「「「「「「「「
夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢ゆ

め

日日日日日日日日日日日
和和和和和和和和和和和
」」」」」」」」」」」
ででででででででででで
メメメメメメメメメメメ
ジジジジジジジジジジジ
ャャャャャャャャャャャ
ーーーーーーーーーーー
デデデデデデデデデデデ
ビビビビビビビビビビビ
ュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーー

び
 

よ
り

瀬川 あやかさん（２４歳（２４歳））

高校卒業まで富良野で過ごし、看護師に

あこがれ大学進学のため上京。大学のミ

スキャンパスコンテストに出場しスカ

ウトされた芸能事務所株式会社ベンヌ

に所属。平成２７年３月には看護師の国家

試験に合格し、現在は、看護師として働

きながら、シンガー・ソングライターと

して活動中。趣味は散歩。

恋
の
知
ら

恋
の
知
ら
せせ

★
札
幌
大
学
の
C
M
ソ
ン
グ

　「T
he
B
rig
hte
st
W
om
a
n

」

★
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
ザ
・
ノ
ン
フ
ィ
ク

　
シ
ョ
ン
」
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ

　「
サ
ン
サ
ー
ラ
」
収
録
予
定

１０月１９日
セカンドシングル
リリース決定鎧
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富
良
野
市
立
東
小
学
５

　
富
良
野
市
立
東
小
学
５
年年

　
多
田
多
田
 龍
司

 龍
  司
 

り
ゅ
う
 
じ

　
ぼ
く
は
、
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
被
爆

　
ぼ
く
は
、
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
被
爆
　
周周
年年

７１７１

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
広
島
大
会
に
参
加
し

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
広
島
大
会
に
参
加
し
てて

き
ま
し
た

き
ま
し
た
。。

１
日
目
は
、
折
鶴
平

　
１
日
目
は
、
折
鶴
平
和和

行
進
と
開
会
総
会
が
あ

行
進
と
開
会
総
会
が
あ
りり

ま
し
た
。
平
和
行
進
で

ま
し
た
。
平
和
行
進
で
はは

平
和
公
園
か
ら
広
島
県

平
和
公
園
か
ら
広
島
県
立立

体
育
館
ま
で
大
き
な
声
で

体
育
館
ま
で
大
き
な
声
で
、、

「
原
発
は
い
ら
な
い
！

「
原
発
は
い
ら
な
い
！
」」

「
子
ど
も
た
ち
に
核
の
な

「
子
ど
も
た
ち
に
核
の
な
いい

未
来
を
残
そ
う
！
」
な

未
来
を
残
そ
う
！
」
な
どど

と
、
訴
え
な
が
ら
歩
き

と
、
訴
え
な
が
ら
歩
き
まま

し
た
。
開
会
総
会
で
は
、
被
爆
者
の
高
品
さ
ん
が

し
た
。
開
会
総
会
で
は
、
被
爆
者
の
高
品
さ
ん
が
　７１７１

年
前
の
８
月
６
日
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
の

年
前
の
８
月
６
日
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
の
話話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
友
だ
ち
と
遊
ん

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
友
だ
ち
と
遊
ん
でで

い
た
け
れ
ど
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
は
建
物
の

い
た
け
れ
ど
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
は
建
物
の
陰陰

に
な
っ
て
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。
高
品
さ
ん
の
友

に
な
っ
て
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。
高
品
さ
ん
の
友
だだ

ち
は
被
爆
し
て
皮
ふ
が
焼
け
こ
げ
ま
し
た
。
そ
の

ち
は
被
爆
し
て
皮
ふ
が
焼
け
こ
げ
ま
し
た
。
そ
の
友友

だ
ち
を
自
分
の
家
に
連
れ
て
帰
っ
た
け
れ
ど
残

だ
ち
を
自
分
の
家
に
連
れ
て
帰
っ
た
け
れ
ど
残
念念

な
が
ら
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
高
品
さ
ん
は

な
が
ら
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
高
品
さ
ん
は
助助

か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
助
か
っ
た
理
由
が
す
ご

か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
助
か
っ
た
理
由
が
す
ご
いい

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。。

　
２
日
目
は
、「
子
ど
も

２
日
目
は
、「
子
ど
も
のの
広広

場
」
で
い
ろ
い
ろ
な

場
」
で
い
ろ
い
ろ
な
イイ
ベ
ン
ベ
ン

ド
が
あ
り
ま
し
た
。「
フ

ド
が
あ
り
ま
し
た
。「
フ
ィィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
慰慰
霊
碑
め

霊
碑
め
ぐぐ

り
」
で
は
、
歩
い
て

り
」
で
は
、
歩
い
て
たた
く
さ
く
さ

ん
の
場
所

ん
の
場
所
にに
行
き
ま

行
き
ま
し
た
が
、

し
た
が
、

「
原
「
原
爆爆
死
没
者

死
没
者
慰慰
霊
碑
」
が

霊
碑
」
が
一一

番
心
に
残
り

番
心
に
残
り
まま

し
た
し
た
。。
な
ぜ
な
ぜ
なな

ら
、
原
爆
で

ら
、
原
爆
で
亡亡

く
な
っ
た

く
な
っ
た
　
万万
３０３０

人
の
名
前
が

人
の
名
前
が
書書

か
れ
た
ノ
ー

か
れ
た
ノ
ー
トト

が
あ
る
か
ら

が
あ
る
か
ら
でで

す
。
ま
た
、
後
ろ
の
水
が
た
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

す
。
ま
た
、
後
ろ
の
水
が
た
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
にに

は
、「
も
う
水
が
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」

は
、「
も
う
水
が
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
とと

い
う
願
い
で
水
を
は
っ
て
い
る
そ
う
で
す

い
う
願
い
で
水
を
は
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。。

「
被
爆
電
車
」
に
も
乗
り
ま
し
た
。「
被
爆
電
車
」

　「
被
爆
電
車
」
に
も
乗
り
ま
し
た
。「
被
爆
電
車
」
とと

は
、
原
爆
が
落
ち
た
と
き
に
現
役
で
働
い
て
い
た

は
、
原
爆
が
落
ち
た
と
き
に
現
役
で
働
い
て
い
た
電電

車
で
今
は
二
台
し
か
な
い
貴
重
な
列
車
だ
そ
う

車
で
今
は
二
台
し
か
な
い
貴
重
な
列
車
だ
そ
う
でで

す
。
そ
の
電
車
の
中
で
被
爆
し
た
人
か
ら
聞
い
た

す
。
そ
の
電
車
の
中
で
被
爆
し
た
人
か
ら
聞
い
た
話話

は
、
原
爆
が
落
ち
た
時
に
３
千
度
の
熱
風
や
黒
い

は
、
原
爆
が
落
ち
た
時
に
３
千
度
の
熱
風
や
黒
い
雨雨

が
降
っ
た
話
な
ど
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ

が
降
っ
た
話
な
ど
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ
いい

ち
ゃ
ん
は
、「
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と

ち
ゃ
ん
は
、「
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
をを

祈
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た

祈
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。。

自
由
時
間
を
使
っ
て
「
平
和
記
念
資
料
館
」
に

　
自
由
時
間
を
使
っ
て
「
平
和
記
念
資
料
館
」
に
もも

行
っ
て
き
ま
し
た
。
一

行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
番番

心
に
残
っ
て
い
る
物
は

心
に
残
っ
て
い
る
物
は
、、

子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
時時

に
原
爆
が
落
ち
て
焼
け

に
原
爆
が
落
ち
て
焼
け
ここ

げ
て
し
ま
っ
た
三
輪
車

げ
て
し
ま
っ
た
三
輪
車
のの

展
示
で
す

展
示
で
す
。。

３
日
目
は
、
ま
と
め
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
、
ま
と
め
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。
まま

と
め
集
会
で
は
、
地
元
の

と
め
集
会
で
は
、
地
元
の
高高
校
生
か
ら
原
爆
の
お

校
生
か
ら
原
爆
の
お

そ
ろ
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
学
び
伝
え
続
け
て
い

そ
ろ
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
学
び
伝
え
続
け
て
い
くく

決
意
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た

決
意
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。。

こ
の
３
日
間
で
、
ぼ
く
は
、「
原
爆
」
が

　
こ
の
３
日
間
で
、
ぼ
く
は
、「
原
爆
」
が
どど
れ
だ
れ
だ

け
お
そ
ろ
し
い
か
学
び
、
こ
の
世
か
ら
「
原
爆
」

け
お
そ
ろ
し
い
か
学
び
、
こ
の
世
か
ら
「
原
爆
」
とと

「
戦
争
」
が
無
く
な
れ
ば
い
い
と
強
く
思
い
ま
し
た

「
戦
争
」
が
無
く
な
れ
ば
い
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。。

原原原原原原原原原原
水水水水水水水水水水
爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆
禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
止止止止止止止止止止

原
水
爆
禁
止
世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会

界
大
会
ににににににににににに
参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加
しししししししししし
てててててててててて

参
加
し
て
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　中富良野　

謎解きなかふらのサイクリング
　のどかな田園風景と１km超のヒマワリ
ロードを駆け抜け、町内に散らばるミッショ
ンをクリアしながら「ヒントカード」を集め
て、なかふらの最大の謎を解き明かそう！

と　き　９月２５日鰹日 　午前８時～午後１時
集　合　中富良野町役場裏駐車場
定　員　先着５０人
料　金　２,０００円（昼食代含む）

鰹問 なかふらの観光協会　拶３９‐３０３３

　南富良野　

第１０回道の駅南ふらの感謝祭
　道の駅の利用に感謝の思いを込めて感謝
祭を開催します。農産物の特売やソフトク
リーム、コーヒーを特別価格で販売します。
また、店舗ごとに景品が違うお楽しみ抽選会
やビンゴ大会などのイベントを用意してお
待ちしています。

と　き　９月１７日鰹土 　午前９時～午後３時
ところ　物産センター屋外売店前

鰹問 (株)南富良野町振興公社　拶５２‐２１００

　占冠　

紅葉祭り
　短い占冠の夏も終わり、緑深い山々が衣替
えを始めます。占冠の豊かな収穫を祝い、旬
の味覚と紅葉を楽しむ占冠村紅葉祭り。きれ
いに色づいた景色の中で、採れたてなめこの
なめこ汁や農産物を味わい、楽しい秋のひと
ときを過ごしませんか。

と　き　１０月２日鰹日 　午前１０時
ところ　占冠村農村公園（道の駅隣り）

鰹問 ＮＰＯ法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　

かみふらの十勝岳紅葉まつり
　十勝岳温泉郷で温泉施設を利用すると先
着順でプレゼントがもらえるほか、見晴台公
園会場で無料試食サービスや野菜直売会な
どが行われます。また、温泉施設などを巡る
スタンプラリーでは、抽選で豪華景品が当た
ります！

と　き　９月２４日鰹土 ・２５日鰹日 　午前１０時～
ところ　十勝岳温泉郷・見晴台公園会場

鰹問 かみふらの十勝岳観光協会　拶４５‐３１５０

今月のテーマ

秋のイベント

ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　　保存方法について

ふらのワインふらのワインををおいしく飲むコおいしく飲むコツツ鋸鋸

ふらのワインで長期熟成が可能なワインは？

　一般的に、ポリフェノール類が多い赤ワインが長期熟

成に向いています。特に、樽で熟成したワインは樽由来

の渋味も含まれ、長く熟成した方がまろやかな味わいに

なります。中でも、ツバイゲルトレーベは適切な保存環

境で熟成すれば、２０年の熟成も可能です。白ワイン

はあまり熟成するイメージはないかもしれませんが、

バレルふらの白は５年から１０年熟成すると、よりま

ろやかにとろみのある舌触りになり、若い時とは

違った楽しみ方もできます。子どもや孫への何かの

記念やお祝いなど、今のうちからワインを購入し熟

成させ、成人祝いに渡してみてはいかがでしょうか。

ワインは寝かせれば寝かせるほど美味しくなる？

　昔、ワインは寝かせれば寝かせるほど美味しくなると

いう情報が独り歩きしたことがあります。これは正しい

　　　　　　　　表現ではなく、寝かせた方が美味し　

　　　　　　　いワインも
・

あると解釈すべきです。飲　

　　　　　　　みごろを考えれば、フレッシュな風味　

　　　　　　　を楽しむワインがあり、熟成した丸み　

　　　　　　　のある味わいを楽しむワインもあり　

　　　　　　　ます。その美味しさは人によって感じ　

　　　　　　　方が違うため、一概に「こうした方が美

味しい」とは言えません。また、保存環境や寝かせる期

間によって香りや味わいも変わります。

ワインの保存はどのようにしたら良い？

　飲みかけのワインの場合、瓶内の空気を専用の道具で

抜くか、密閉できる小さな容器に移して空気の層をでき

るだけ小さくする方法があります。また、長期的に熟成

させたい場合は、ワインセラーがおすすめです。ワイン

セラーが無い場合は、温度が１５℃ 前後に保たれる部屋、

または熟成の進みが遅くなりますが冷蔵庫の野菜室も

利用できます。一番好ましくないのは、温度の高い部屋

で保存することです。

ちょっくら

となりまち

　今年７月に山梨県で開催さ
れた日本ワインコンクール
２０１６（第１４回）において、バ
レルふらの白が、欧州・国内
改良品種等ブレンドの白の部
門で銅賞を受賞しました。
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◆開館時間　
　火～金曜日　
　午前１０時～午後６時
　土・日曜日　
　午前９時～午後５時

◆９月の休館日
　毎週月曜日

　２２日鰹木 
　２７日鰹火 ～３０日鰹金 　
※図書特別整理期間（２７日鰹火 
　～３０日鰹金 は、談話コーナー
　で新聞を閲覧できます）

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　東京に妖怪現る!? 「もし妖
怪が実際に街の中にいたら」
という妄想を、東京の風景写
真とショートストーリーに、
水木しげるが描くイラスト
を組み合わせて「可視化」す
る。『PLANETS』の企画を元
に書籍化。

 水木しげるの
　TOKYO妖怪めぐり        

水木プロダクション監修 

ＢＯＯＫＳ

一般書NEW

幸せを呼ぶ色のおもてなし 
/ 菅原 令子

さかなクンの一魚一会 
/ さかなクン

児童書 NEW

ガムのようせい
/ 笑い飯 作・川崎 タカオ 絵

さよならママがおばけに
なっちゃった！ 
/ のぶみ さく

★★祝祝日日振振替替休休館館日日をを試試験験的的にに開開館館ししまますす
　例年、休館日の月曜と祝日が重なった場合、次の日を祝日振替休館と
していましたが、今年は試行で開館します。９月は２０日鰹火 も午前１０時か
ら午後６時まで開館していますので、利用してください。

★★冷冷房房改改修修工工事事ににつついいてて
　冷房設備の老朽化により改修工事を８月下旬から９月下旬の閉館日
に実施する予定です。ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いします。

　
　

　
昭
和
　
年
　
月
　
日
、
過
剰
牛
乳
対
策
と
農
畜
産
物
の
二
次
加
工
を

５８

１１

１５

め
ざ
し
て
、
市
と
富
良
野
・
山
部
・
東
山
の
３
農
協
に
よ
る
第
３
セ
ク

タ
ー
「
株
式
会
社
ふ
ら
の
農
産
公
社
」
が
設
立
さ
れ
、
同
年
　
月
５
日
、

１２

ふ
ら
の
チ
ー
ズ
工
場
を
開
館
。
翌
年
４
月
　
日
に
は
、
ふ
ら
の
チ
ー
ズ

１０

が
販
売
さ
れ
た
。
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の
赤
を
入
れ
て
着
色
・
付
香
し
た
ク

リ
ー
ミ
ィ
ー
な
風
味
を
も
っ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
チ
ー
ズ
で
、「
ふ
ら
の

ワ
イ
ン
」
と
並
ぶ
特
産
品
と
な
っ
た
。

共

展示・イベント

【２階展示ホール】

　ふらの市民環境展２０１６　　９月１４日鰹水 ～１７日鰹土 まで
　瑞穂アート絵画展　　　　９月２０日鰹火 ～３０日鰹金 

【２階多目的ホール・サークル室２】
　おはなし会　　　　　　　９月１０日鰹土 　午前10時30分
　英語のおはなし会　　　　９月１７日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会　　　９月７日鰹水 ・１４日鰹水 ・２１日鰹水 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後３時

昭
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５９

「
ふ
ら
の
チ
ー
ズ
」
発
売

▼

ふ
ら
の
チ
ー
ズ
の
製
造
作
業
（
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ン
入
れ
）
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

北村心春北村  心  春 さんさん (２歳) 山部(２歳)　山部

こ はこ はるる

大きなおにぎりガブリ！！大きなおにぎりガブリ！！！！
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枝澤昊希枝澤  昊  希 さんさん (１０カ月) 錦(１０カ月)　錦町町

こう き

もうすぐ１もうすぐ１歳歳鎧鎧
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▼気迫の演武で悲願達成！
第１０回少林寺拳法全国中学生大会　８月１３日鰹土 ・１４日鰹日 

阪府で開催された少林寺拳法全国中学生大会

で、富良野光明寺道院拳友会の中野なつみさ

ん（写真中央）が、女子単独で悲願の優勝を果た

しました。さらに女子組演武に出場した塚田 望  生 
み う

さん（左）と齋藤 美 
み

 優 さん（右）も４位に入賞。
ゆ

７月に開催された全国高校総体では、富良野高校

少林寺拳法部の青木 賢 
けん

 祥 主将が単独演武で準優
しょう

勝し、富良野の拳士たちの活躍が光りました。

大

▼演劇によるまちづくりに弾み
平成２７年度文化庁長官表彰　８月２４日鰹水 

平
▼楽しく英語を学びましょう

外国語指導助手着任式　８月５日鰹金 

外
国語指導助手として着任したマイケル・クリ

ソストモさんの着任式が図書館で行われまし

た。マイケルさんはフィリピン出身の３４歳。トリ

ニティ・クリスチャンスクールで中学教師として

英語で数学などを教えた後、金沢大学大学院で教

育実習を経て、この度着任されました。マイケル

さんは「子どもたちが英語を楽しく学べるよう、

一生懸命頑張ります」と話していました。

ズームアップ

まちのできごと

成１２年にオープンした全国初の公設民営施設

「富良野演劇工場」を拠点に、演劇によるまち

づくりを進めている取り組みが評価され、富良野

市が平成２７年度文化庁長官表彰（文化芸術創造都

市部門）の栄誉に輝きました。この日、宮田文化

庁長官が演劇工場を訪れ、NPO法人ふらの演劇工

房歴代理事長などが見守る中、能登市長が表彰状

と長官自ら製作した 賞  牌 を受け取りました。
しょう はい

▼西脇市民が舌鼓
富良野オムカレー提供　８月１９日鰹金 ・２０日鰹土 

好都市兵庫県西脇市にある「日替わりシェフ

レストラン・ 梅 
うめ

 吉 
きち

 亭 」で２日間にわたり富良
てい

野オムカレーが提供されました。この取り組みは

今回で５回目となり、富良野の卵、米、ふらの牛

乳などの食材と西脇特産の 黒 
くろ

 田 
だ

 庄 和牛のしゃぶ
しょう

しゃぶやかぼちゃなどを添えて提供。また、今回

は北海道新幹線開業バージョンのランチ旗を立て

るなど西脇市民がオムカレーに舌鼓を打ちました。

友
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ズームアップ

まちのできごと

▼富良野岳制覇だ！ヤッホー
市制施行５０周年記念山の日市民登山会　８月１１日鰹木 

民の祝日「山の日」制定と市制施行５０周年を

記念し、富良野岳の縦走を楽しむ市民登山会

が開催されました。登山会には市民やスタッフな

ど約６０人が参加し、約４時間ががりで山頂に到達。

山頂付近は雲に覆われていましたが、参加者の表

情は、山頂踏破の達成感で満ちあふれていました。

また、参加者は原始ヶ原の植生復元をめざし、環

境省の協力により植物繊維製の網を設置しました。

国

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

制施行５０周年を記念し、プロ野球イースタン・

リーグ公式戦の北海道日本ハムファイターズ

対東京ヤクルトスワローズ戦が富良野市民野球場

で開催され、２,７９６人が熱戦を観戦しました。試合

は、山部中学校の星野 空 投手と西村
そら

 有  菜 捕手の見
ゆ な

事な始球式で幕を開け、両チームによる投手戦が

繰り広げられた末、延長戦に突入。１０回裏に日ハ

ムの横尾選手が決勝打を放ち、２対１のサヨナラ

市

勝ちでゲームセットとなり、球場全体から選手を

たたえる歓声が起こりました。球場の外では試合

前からサイン会やグッズ販売なども行なわれ、多

くの観客がプロ野球の醍醐味を満喫していました。

▼延延長長１１００回回ににササヨヨナナララヒヒッットト
市制施行５０周年記念イースタン・リーグ公式戦　８月１３日鰹土 

▼大輪の花が夜空を彩る
第５回ふらの花火大会　８月１３日鰹土 

５回を迎えるふらの花火大会が、市内の商工

業、農業、市職員などの有志で構成する実行

委員会主催で開催され、夏の夜空に約２,０００発の花

火が打ち上がり、富良野の夜空を美しく染めまし

た。今年は新たな試みとして「１００人 宝  引 き」や家
ほう び

族に言葉を添えて打ち上げる「メッセージ花火」、

恒例となった子どもたちのダンスが披露され、特

設会場に訪れた観覧客を魅了しました。

第
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付加年金額（年額）は「２００円×《付加保険料納付月

数》」で計算します。付加保険料を納めるには、申し

込みが必要ですので、近くの年金事務所、または市

役所市民課市民年金係（２番窓口）へ問い合わせく

ださい。なお、付加年金を納付するには、国民年金

基金に加入していないことが条件になります。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２６年９月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

高齢者任意加入制度

　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳

から６０歳になるまでの４０年間保険料を納めなければ満

額の年金を受け取ることができません。

　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納

付済期間が４０年に満たない場合は、６０歳から６５歳にな

るまでの間に国民年金に任意加入し保険料を納めるこ

とで、年金を満額に近づけることができます。

　なお、老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納

付済期間や保険料の免除期間などが、原則として２５年

間以上必要となりますが、この要件を満たしていない

場合は、７０歳になるまで任意加入することができます。

付加年金について

　国民年金第１号被保険者や任意加入者は、毎月の保

険料に加えて付加保険料（月額４００円）を納付すること

により、老齢基礎年金に付加年金を上乗せして年金を

受け取ることができます。

　運動を始めるのにピッタリな季節が近づいてき

ました。暑い時期は脱水症や熱中症のリスクを考

えると、なかなか運動を始められません。しかし、

９月に入れば徐々に気温も落ち着き、運動しやす

い気候になります。また、秋はただ単に涼しいだ

けではなく、実は代謝が高まる時期でもあります。

◆なぜ秋に代謝が高まるの？

　人の体は、体温を一定に保つ機能があり、エネ

ルギーを使って、外気温と体温を調整しようとし

ます。特に、気温が下がると多くのエネルギーを

使って体温を保持しようとします。このような働

きを「基礎代謝」と言います。夏から冬にかけて

気温が下がるため、秋はどんどん代謝が高まりま

す。さらに運動を始めることにより代謝を上げる

ことが期待できます。

◆冬の前に運動を

　冬は代謝が上がるため、それに備えて体はエネ

ルギーを蓄えようとします。つまり、秋は冬の寒

さに備えて、体脂肪（エネルギー）を蓄えていき

ます。普段運動をして筋肉量がしっかりある人は、

蓄えた体脂肪をエネルギーとして消費し、体温を

保ちます。しかし筋肉量が少なく、代謝が活発で

ない人は、自身の代謝では体温保持が追いつかず、

さらに体脂肪を蓄え、体温を保とうとします。秋

に運動をして代謝を高めておくことが、冬太りに

なりづらい秘訣です。

◆代謝を高める運動

　ジョギングやウォーキングなどの有酸素運動は

心肺機能を強化し、代謝を高めるために効果的で

す。また、運動の習慣がない人も、いつもよりキ

ビキビと動く、立つ時間を長くするなど、日常生

活で運動量を増やす心がけから始めてみましょう。

運動で大事なことは「継続」です。無理のない範

囲から始めていき、習慣として続けていくことが

とても大切です。

　運動は代謝を高めるだけで

なく、血行促進による肩こり

・冷え性の改善、気分転換や

ストレス解消などの効果もあ

ります。秋の紅葉を楽しみな

がら、運動を始め、寒い冬に

備えましょう。

秋は運動の季節です！

今月のテーマは　

こんにちは

保健師です！
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌排卵検査排卵検査薬薬捌捌日本文学３０日本文学３０巻巻捌捌世界文学８５世界文学８５巻巻捌捌お雛様お雛様捌捌５月人形５月人形

捌捌座椅子式マッサージ座椅子式マッサージ機機

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌富良野高校女子制服（L富良野高校女子制服（L））捌捌柔道着（４～５号）柔道着（４～５号）

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

資源回収ステーションへのごみの
出し方

虚どの指定袋でごみを出す場合でも、袋でしば
　って出してください。
許袋からごみがはみ出た状態では、回収できま
　せん。また、ひもなどでしばっている場合も
　回収できません。

小型電気製品専用袋でのごみの出し方

虚小型電気袋で電気製品を出す場合も、袋でし
　ばって出してください。
許袋から電気製品がはみ出た状態では、回収で
　きません。はみ出る場合は、粗大ごみになり
　ますので、処理券を購入して環境課または山
　部・東山支所で収集の申し込みをしてください。

ふらの環境展２０１ふらの環境展２０１６６

と　き　９月15日鰹木 ～１７日鰹土 　午前１０時～午後４時
　　　　※１７日鰹土 は午後２時まで

ところ　図書館

入場料　無料

内　容　虚１５日鰹木 ～１７日鰹土 
　　　　　ネイチャーコンクール・ガーデニングコン
　　　　　クールの作品や、エネルギー実験セット、
　　　　　環境パネル、省エネグッズなどの展示

　　　　許１７日鰹土 
　　　　　講演会「環境とおサイフに優しい暮らしの
　　　　　コツ」、富良野高校科学部研究発表会、エ
　　　　　コカー・ペレットストーブ展示、フリーマー
　　　　　ケット、手作り教室、うちエコ診断など

鰹問 ふらの市民環境会議（環境課内）
拶３９‐２３０８

栢

栢

栢

栢

茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅

茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅

茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅

茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅

　クーリング・オフは、訪問販売や電話勧誘販売

など、不意打ち性があり、購入意思が不確定の状

態になりがちで、契約条件を理解しないまま契約

する可能性がある販売方法において、冷静に考え

直すために、一定期間契約を無条件に解除できる

制度です。

　従って、前もって商品を検討し、自分で確認し

た上で契約できる通信販売には、クーリング・オ

フ制度は適用されません。しかし、通信販売業者

が、返品や交換できるルールを独自に定めている

場合は、その範囲内で対応してもらうことができ

ます。また、業者が返品の特約を設けている場合

や、「開封後の返品は不可」「使用後は返品できな

い」などの条件がある場合は、注意が必要です。

　なお、通信販売での契約において、事業者側に

返品の定めに関する表示や記載がない場合、商品

が届いてから８日以内は、消費者が送料を負担す

ることで返品できることになっています。

　特に、テレビショッピングでは、返品条件など

について表示時間が短く、わかりにくい場合があ

りますので、印象にとらわれず、返品条件や使い

方などは申し込みをする時に、よく確認してから

注文しましょう。

今月の豆知識は

通信販売に「クーリング・オフ」
は適用なし

「粗大ごみ処理券」販売「粗大ごみ処理券」販売所所 

自市役所（環境課）　自山部・東山支所支所
自ローソン富良野 若松町店
自ローソン富良野 緑町店
自ローソン富良野 協会病院店
自セブンイレブン富良野 山部店
自セブンイレブン富良野 北の峰店
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
救
急

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
た

日
で
す
。

　
心
筋
梗
塞
（
心
臓
の
病
気
）

や
脳
卒
中
（
脳
の
病
気
）
な
ど

は
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
、
心
臓
と
呼
吸

が
突
然
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は

尊
い
命
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
消
防
署
で
は
希
望
に
応
じ
て

各
事
業
所
・
町
内
会
・
学
校
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
各
種
サ
ー
ク

ル
を
対
象
と
し
た
救
命
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
宅
用
火
災
警
報
器

及
び
防
炎
品

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
と
な
り
、
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
数
を
低
減
す
る

た
め
住
宅
防
火
対
策
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
（
富
良
野
市
は
、
平

成
　
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て

２３
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
を
義
務
付
け
）。

　
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
は
逃
げ
遅
れ
に
次
ぎ
、
着
衣

着
火
に
よ
る
も
の
も
多
い
こ
と

か
ら
、
防
炎
品
（
防
炎
物
品
・

防
炎
製
品
）
の
使
用
が
効
果
的

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
、
た
ば
こ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

ろ
う
そ
く
な
ど
の
小
さ
な
火
源

が
繊
維
製
品
に
着
火
し
、
火
災

の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
火
災
を
減
ら
す
た
め

に
、
身
近
な
繊
維
製
品
を
燃
え

に
く
く
改
良
し
た
「
防
炎
品
」

が
あ
り
ま
す
。

　
防
炎
品
は
、
火
源
を
離
せ
ば

自
然
に
消
火
す
る
自
己
消
火
性

が
あ
り
、
製
品
の
種
類
も
パ

ジ
ャ
マ
や
シ
ー
ツ
を
は
じ
め
、

エ
プ
ロ
ン
、
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ

う
た
ん
、
枕
や
布
団
、
車
や
バ

イ
ク
の
カ
バ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
住
宅
か
ら
火
災
を
出
さ
な

い
、
家
族
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
に
も
防
炎
品
の
使
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.木材は何ごみ?

Ａ．固形燃料ごみ袋に入る大
きさの物は固形燃料ごみにな
ります。袋に入らない場合は、
切り分けして袋に入れてくだ
さい。なお、袋がしばれない
状態の場合は粗大ごみとなり
ますので、ごみ処理券を購入
して出してください。

Ｑ.プラスチック製の 緩衝 
かんしょう

剤は何ごみ？

Ａ．緩衝剤に　　マークが付
いていたらプラスチックにな
ります。プラマークが付いて
いない場合は、固形燃料ごみ
になります。

Ｑ.一部金属が使われてい
るハンガーは何ごみ？

Ａ．金属が使われている物につ
いては、金属ごみになります。

Ｑ.車のワイパーは何ごみ？

Ａ．　金属が使われているの
で、金属ごみになります。

９月号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

9
月
1
日
は
防
災
の
日

　
９
月
１
日
は
、
大
正
　
年
に

１２

関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
、

昭
和
　
年
に
は
、
災
害
全
般
に

３５

つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
災
害

に
対
処
す
る
心
構
え
を
し
っ
か

り
持
と
う
と
い
う
趣
旨
で
「
防

災
の
日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

１
年
で
最
も
台
風
の
発
生
・
接

近
・
上
陸
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。
台
風
の
接
近
が
予
想
さ
れ

る
と
き
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
備
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
旭
川
地
方
気
象
台

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

ありがとうございます

石川 泉さん

（ふるさと納税）金１万円

但馬 弘子さん  

（ふるさと納税）金１万円

但馬 淳夫さん  

（ふるさと納税）金１万円

寄 付

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

このページは広告料収入で作成しています
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 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

医
療
講
演
会

と
　
き
　
９
月
９
日
鰹金 

　
　
　
午
後
６
時
～
７
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

虚
講
　
演
　
『
災
害
は
忘
れ
た

頃
に
「
必
ず
」
や
っ
て
来
る
！
』

あ
な
た
に
も
出
来
る
心
と
物
の

準
備
＆
災
害
医
療
チ
ー
ム
《
富

良
野
 D
M
A
T
 》
の
紹
介

デ
ィ
ー
マ
ッ
ト

講
　
師
　
藤
原
 康
博
さ
ん
（
富

良
野
協
会
病
院
外
科
主
任
部
長
）

座
　
長
　
小
山
内
 裕
昭
さ
ん

（
富
良
野
医
師
会
救
急
担
当
理
事
）

許
救
急
法
実
技
　
救
急
時
の
搬

送
法
な
ど

講
　
師
　
松
下
係
長
・
村
澤
主
任

（
富
良
野
消
防
署
救
急
救
助
係
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
保
健
医
療
課

拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
講
座

「
キ
ッ
チ
ン
で
作
る

　
　
　
マ
ル
セ
イ
ユ
ソ
ー
プ
」 

　
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
の
植

集団検診（市が一斉に行う検診）

対象者　【子宮頸がん】市内在住で、２０歳以上の方
　　　　【乳　が　ん】市内在住で、４０歳以上の方

料　金　各検診とも、それぞれ2,000円

その他　鞄生活保護世帯・住民税非課税世帯の方は、料金が無料
　　　　　となりますので申し込み時にお知らせください。

　　　　鞄昨年度受診者及びそれぞれの対象年齢未満の方は、集
　　　　　団健診でのがん検診は受けられません。

申込み先場　所日　程検診名

保健医療課

保健
センター

虚１０月９日鰹日 
許平成２９年３月１１日鰹土 

子宮頸がん検診

虚１０月７日鰹金 
許１０月８日鰹土 
距１２月１１日鰹日 
鋸１２月１２日鰹月 
漁平成２９年２月２６日鰹日 

乳がん検診

旭川がん検
診センター

虚９月７日鰹水 
許平成２９年１月２６日鰹木 
 保健センターから送迎バス
を運行（午前７時集合）

子宮頸がん検診
　乳がん検診

乳がん検診・子宮頸がん検診を受診しましょう

鰹問 保健医療課　拶３９‐２２００

国保以外の方も受診できます

個別検診（個人で予約）もできます

　集団検診を希望しない方は、平成２９年３

月まで個別に予約して受診することがで

きます。

個別検診できる医療機関

虚旭川がん検診センター　拶０１６６-５３-７１１１

許富良野協会病院　拶２３-２１８１

　※富良野協会病院は子宮頸がん検診の

　み（超音波検査は別途５００円かかります）

料　金　
　集団健診の対象者要件に合致する方は、

2,000円（昨年度受診者及び合致しない方

は、医療機関ごとの実費となります）

無料クーポン券を忘れずに!!

　子宮頸がん・乳がん無料クーポン券（集

団検診・個別検診の両方に利用できます）

を対象者の方へ５月に送付しています。有

効期限は平成２９年３月３１日までです。紛失

された場合は、再発行しますので、問い合

わせてください。

物
性
オ
イ
ル
で
、
手
作
り
の
石

け
ん
を
作
り
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
　
日
鰹木 

２２

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
　
容
　
フ
ラ
ン
ス
マ
ル
セ
イ

ユ
地
方
で
愛
用
さ
れ
て
い
る
マ

ル
セ
イ
ユ
ソ
ー
プ
作
り

講
　
師
　
澤
山
 真
里
さ
ん
（
手

づ
く
り
石
け
ん
教
室H

a
lle
lu
ja

h

～
ハ
レ
ル
ヤ
～
）

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
）

定
　
員
　
先
着
　
人
（
託
児
あ

１０

り
）

申
込
み
　
９
月
８
日
鰹木 
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
か
な
ら
の
催
し

北
原
香
菜
子
薩
摩
琵
琶
コ

ン
サ
ー
ト
 ～
先
人
の
声
に

耳
を
澄
ま
す
～
  

と
　
き
　
９
月
　
日
鰹木 

１５

　
　
　
　
午
後
６
時
　
分
30

と
こ
ろ
　
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

入
場
料
（
１
ド
リ
ン
ク
付
き
）

　
　
　
　
一
般
１
５
０
０
円

　
　
　
　
中
高
生
1
0
0
0
円

演
奏
曲
　
「
平
家
物
語
」、「
白
虎
隊
」

鰹問 
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

　
　
　
　
拶
２
３
‐
２
１
３
１

とと きき １１００月月２２日日（（日日））午午後後２２時時（（３３００分分前前開開場場））
ととこころろ 文文化化会会館館

入場料　一般2,500円/中学生以下1,500円※当日５００円増

販売所　文化会館、ミュージックランド大道、しのは
　　　　 ら洋装店、富良野物産センター（マルシェ）

鰹問 市民協働課（文化会館内）　拶３９-２３１８
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Ｒ
　
富
良
野
「
小
さ
な

３８
森
」
計
画
参
加
者
募
集

　
旭
川
開
発
建
設
部
富
良
野
道

路
事
務
所
で
は
、
R
　
富
良
野

38

「
小
さ
な
森
」
計
画
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
道
路
景
観

や
沿
線
環
境
の
保
全
の
た
め
、

木
の
苗
作
り
と
国
道
　
号
線
で

３８

植
樹
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

１０

１５

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
市
役
所
前
集
合
（
午

前
８
時
　
分
ま
で
）

５０

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

申
込
み
　
９
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

３０

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
旭
川
開
発
建
設
部
富
良
野
道
路

事
務
所
　
 拶
２
３
‐
３
１
７
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
の
自
然
に
　

　
　
　
 親
し
む
集
い

「
紅
葉
狩
り
と
化
石
観
察
ツ
ア
ー
」

　
紅
葉
が
美
し
い
三
笠
の
渓
流

で
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
中
生

代
の
化
石
を
探
し
ま
す
。

※
荒
天
時
は
三
笠
市
博
物
館
の

化
石
に
関
す
る
展
示
を
見
学
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 
　

１０

１６

　
　
　
午
後
８
時
～
午
後
２
時

集
　
合
　
文
化
会
館
前

講
　
師
　
森
 伸
一
さ
ん
（
富
良

野
緑
峰
高
校
理
科
教
諭
）

参
加
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
荒

天
時
は
博
物
館
入
館
料
4
5
0

円
が
必
要
で
す
）

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

持
ち
物
　
雨
具
、
軍
手
、
帽
子
、

リ
ュ
ッ
ク
、
ハ
ン
マ
ー
、
昼
食
、

飲
み
物
、
長
靴
な
ど
。

申
込
み
　
9
月
　
日
鰹火 
以
降
に

１３

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
2
4
0
7

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ま
ね
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
習
会

　
歩
行
や
認
知
機
能
の
向
上
が

期
待
で
き
る
ふ
ま
ね
っ
と
運
動

の
指
導
資
格
が
得
ら
れ
る
講
習

会
で
す
。
み
な
さ
ん
も
自
分
自

身
の
健
康
や
地
域
貢
献
の
た
め

に
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
を
取
得
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
高
齢
で
も
運

動
が
苦
手
で
も
大
丈
夫
で
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹水 

１０

２６

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

講
　
師
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

域
づ
く
り
支
援
会
ワ
ン
ツ
ー
ス

リ
ー
講
師

受
講
料
　
７
０
０
０
円
（
翌
年

以
降
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ン
ツ
ー
ス

リ
ー
の
正
会
員
と
し
て
年
会
費

２
０
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
時
に
振
り
込
み
方

法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
み
　
富
良
野
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
）
に
あ
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
、　

月
　
日
鰹水 
ま
で

１０

１２

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
）

　
　
　
拶
3
9
‐
2
2
5
5

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
研
修
会

テ
ー
マ
「
ひ
き
こ
も
り
問
題
、

現
状
と
体
験
報
告
」

と
　
き
　
9
月
　
日
鰹日 

２５

　
　
　
　
午
後
1
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

講
　
師
　
久
田
 到
さ
ん
（
富
良

野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

体
験
報
告
　
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら

の
会
員

参
加
料
　
無
料

鰹問 
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
（
蔵
田
さ
ん
）

拶
０
８
０
‐
６
０
６
７
‐
５
３
８
３

                             富良野市市制施行50周年協賛

富富良良野野交交通通安安全全協協会会
創創立立６６００周周年年記記念念イイベベンントト
記念交通安全啓発パレード
時　間　午後零時30分～午後１時１５分（雨天中止）

　北海道警察音楽隊・カラーガード隊、富良野高校吹
奏楽部、緑峰高校高校吹奏楽部のみなさんの協力で、
交通安全の啓発パレードを行います。 

北海道警察音楽隊コンサート
時　間　午後１時４０分～２時４０分

場　所　文化会館大ホール

入場料　無料※市民協働課・東山支所で配布する入場
　　　　整理券が必要です
【注意事項】
虚整理券は９月５日鰹月 の午前９時から配布
許立ち見になることもあります。
距整理券は１人につき４枚まで。
鋸当日席に空きがあれば入場可。

60周年記念式典・交通安全市民大会
時　間　午後３時３０分～４時３０分

場　所　文化会館大ホール
　　　　※参加記念品があります。

鰹問 富良野交通安全協会事務局（市民協働課）　
　拶３９-２３１１

9月２６日鰹月 開催

▲パレード順路

▼カラーガード隊

▲

港
鴻

高
高
高
高
高
高
高
高
高
高

香
溝

高
高
高
高
高
高
高

港鴻 高高高高

香溝 高高高高香
溝

高
高
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第
　
回
森
づ
く
り
の
集
い

５１
　
富
良
野
自
然
塾
で
は
、
ゴ
ル

フ
場
跡
地
を
森
に
か
え
す
た
め
、

毎
月
1
回
、
木
を
植
え
る
「
森

づ
く
り
の
集
い
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
　
日
鰹土 

１７

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
富
良
野
自
然
塾
フ
ィ

ー
ル
ド
内

集
　
合
　
午
前
９
時
　
分
　
富

５０

良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
本
館
）

玄
関
前

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
軍
手
・
飲
料
水
な
ど

服
　
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

※
小
雨
決
行
で
す
。
苗
木
の
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾

　
　
　
拶
２
２
‐
４
０
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
西
岳
紅
葉
登
山
会

と
　
き
　
　
月
２
日
鰹日 
　

１０

　
　
　
　
午
前
７
時
　
分
集
合

５０

と

こ

ろ
　
富

良

野

ロ

ー

プ

ウ
ェ
ー
山
麓
駅
集
合

参
加
料
　
大
　
人
２
５
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
１
０
０
０
円

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
・
ゴ
ン
ド
ラ

乗
車
料
金
、
保
険
料
含
む

申
込
み
　
９
月
　
日
鰹木 
ま
で

２９

そ
の
他
　
昼
食
、
飲
み
物
、
カ
ッ

パ
、
登
山
靴
、
防
寒
具
な
ど
を

用
意
く
だ
さ
い
。
雨
天
中
止
。

※
北
の
峰
尾
根
コ
ー
ス
（
初
級

者
向
け
）

※
４
線
沢
コ
ー
ス
（
中
級
者
向

け
）

富
良
野
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
が

同
行
し
ま
す
。

鰹問 
ふ
ら
の
観
光
協
会

拶
２
３
‐
３
３
８
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
の
社
労
士
フ
ェ
ア

　
事
業
所
向
け
に
、
従
業
員
の

再
雇
用
に
関
わ
る
年
金
・
雇
用

の
取
り
扱
い
、
採
用
の
ポ
イ
ン

ト
、
労
働
契
約
・
就
業
規
則
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
５
日
鰹水 

１０

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

５０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
容
（
テ
ー
マ
・
時
間
・
講
師
）　

虚
「
　
歳
か
ら
の
年
金
・
雇
用

６０

保
険
！
」

　
午
後
1
時
　
分
～
２
時
　
分

３０

３０

講
　
師
　
平
子
 正
秀
さ
ん

許
「
も
う
間
違
え
な
い
！
採
用

の
ポ
イ
ン
ト
」

　
午
後
２
時
　
分
～
3
時
　
分

４０

４０

講
　
師
　
黒
岩
 優
佳
さ
ん

距
「
労
働
契
約
・
就
業
規
則
の

考
察
！
」

　
午
後
3
時
　
分
～
4
時
　
分

５０

５０

講
　
師
　
佐
藤
 敏
明
さ
ん

※
午
後
２
時
か
ら
個
別
労
務
相

談
（
要
事
前
予
約
）
を
行
い
ま

す
の
で
、　

月
２
日
鰹日 
ま
で
に

１０

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
道
社
会
保
険
労
務
士
会
道
北

支
部
富
良
野
部
会
（
平
子
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
６
４
４
３
‐
４
９
０
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

神
社
山
自
然
観
察
路
  

  　
   秋
季
一
般
公
開

　
紅
葉
の
始
ま
っ
た
秋
の
里
山

を
演
習
林
職
員
の
自
然
ガ
イ
ド
と

と
も
に
散
策
し
ま
す
。
雨
天
決
行
。

と
　
き
　
　
月
２
日
鰹日 

１０

と
こ
ろ
　
東
大
演
習
林
神
社
山

自
然
観
察
路
（
東
山
）
の
一
部

自
然
ガ
イ
ド

午
前
　
時
～
午
後
２
時
（
林
内

１０

で
昼
食
※
昼
食
持
参
）　
　
　

集
合
場
所
　
午
前
9
時
　
分
山

30

部
事
務
所
、
ま
た
は
午
前
　
時
10

樹
海
中
学
校
駐
車
場

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

鰹問 
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

拶
４
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
　
）
１２

バレーボール＆バブルサッカー

スポーツ交流スポーツ交流会会
と　き　９月２５日鰹日 　午後１時～５時

ところ　スポーツセンター

対　象　18歳～39歳の青年（高校生は除く）

定　員　先着５０人

参加料　２００円（保険料）

持ち物　運動着、上靴（底の白いもの）、タオル、

　　　　飲み物

申込み　９月１６日鰹金 まで

その他　チームは事務局で振り分け。午後６時よ

　　　　り懇親会あり（会費3,500円程度）

申込み/問合せ　社会教育課　拶３９-２３１８

第21回読売演劇大賞選考委員特別賞受賞作第21回読売演劇大賞選考委員特別賞受賞作品品

治天ノ君（ちてんのきみ治天ノ君（ちてんのきみ））
とと　きき　９月１５９月１５日日鰹鰹木木 

午後７時開演(３０分前開場　　　　午後７時開演(３０分前開場))

とこところろ　富良野演劇工富良野演劇工場場

入場入場料料　一般2,500円(当日3,000円一般2,500円(当日3,000円))

演劇工房会員2,000　　　　演劇工房会員2,000円円

小中高生1,000　　　　小中高生1,000円円

※未就学児の入場はご遠慮くださ　　　　※未就学児の入場はご遠慮くださいい

販売販売所所　富良野演劇工場、富良野文化会館、富良野演劇工場、富良野文化会館、　　　

　 しのはら洋装　　　しのはら洋装店店

【無料送迎バス【無料送迎バス】】予約制（公演前日まで）午後予約制（公演前日まで）午後６６時時

富良野駅前公園発～文化会館前～北の峰基線経富良野駅前公園発～文化会館前～北の峰基線経由由

～演劇工～演劇工場場

【無料託児【無料託児】】予約制（公演３日前まで/親子室有り予約制（公演３日前まで/親子室有り））

予約・問合せ/富良野演劇工予約・問合せ/富良野演劇工場場　拶拶３９‐０３３３３９‐０３３３

（本公演は宝くじの助成を受けて実施しています（本公演は宝くじの助成を受けて実施しています））

劇団チョコレートケーキ　第27回公演

置き去りに
された人間

「大正天皇」の
本当の姿とは?
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

お
や
こ
劇
場
の
催
し

◆
た
だ
じ
ゅ
ん
企
画

　
　
　
「
だ
だ
す
こ
だ
ん
だ
ん
」

と
　
き
　
９
月
　
日
鰹水 

２１

午
後
６
時
　
分
（
　
分
前
開
場
）

３０

１５

と
こ
ろ
　
瑞
穂
コ
ミ
セ
ン

対
　
象
　
０
歳
か
ら
大
人
ま
で

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
の
会

で
入
会
金
２
０
０
円
・
月
会
費

１
０
０
０
円
（
４
歳
以
上
）
で

３
歳
以
下
は
無
料
で
す
。
当
日

の
入
会
も
可
能
で
す
。

鰹問 
お
や
こ
劇
場

　
　
　
拶
２
２
‐
５
８
９
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
2
回
ふ
ら
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

　
協
賛
金
・
参
加
費
を
被
災
地

の
子
ど
も
の
保
養
に
カ
ン
パ
し

ま
す
。
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
周
辺
の

約

２

～

３

㎞

コ

ー

ス

を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
子
ど
も
向
け

に
広
場
で
も
遊
べ
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
２
日
鰹日 

１０

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
ぶ
ど
う
ヶ
丘
公
園

（
ワ
イ
ン
工
場
第
2
駐
車
場
集
合
）

※
雨
天
時
は
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら

の
大
ホ
ー
ル
で
お
楽
し
み
会
を

開
催

参
加
料
　
大
人
5
0
0
円

　
　
　
　
子
ど
も
　
円
５０

持
ち
物
　
雨
具
、
飲
み
物
、
お
や
つ

申
込
み
　
　
月
1
日
鰹土 
ま
で

10

そ
の
他
　
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
及
び
協
賛
団
体
（
一
口
3
0

0
0
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す

鰹問 
事
務
局
（
吉
田
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
１
１
２
５
‐
１
７
３
８

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
・
道
営
住
宅
　
　
　

　
　
　
 入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

　
　
　
　
　
（
単
身
入
居
不
可
）

東
山
団
地
（
東
山
市
街
地
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５３

ユ
ー
フ
レ
団
地
（
山
部
北
町
１
番
）

平
成
５
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

し
ら
か
ば
団
地
（
錦
町
８
番
）

平
成
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
３
戸

１１

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

　
　
　
　
　
　
（
単
身
入
居
可
）

東
山
団
地
（
東
山
市
街
地
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５２

●
高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅

　
　
（
高
齢
者
等
単
身
入
居
可
）

朝
日
町
団
地
（
朝
日
町
２
番
）

平
成
　
年
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１９

受
付
期
間
　

　
　
　
９
月
５
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１６

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
を
含

む
）
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

獣
医
師
募
集

◆
臨
時
獣
医
師
（
１
人
）

業
務
内
容
　
食
肉
検
査

勤
務
先
　
富
良
野
食
肉
衛
生
検

査
所
（
上
富
良
野
町
丘
町
）

採
用
期
間
　
　
月
　
日
ま
で

12

31

（
延
長
す
る
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
　
午
前
8
時
　
分
～

１０

午
後
4
時
　
分
55

休
　
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

賃
　
金
　
日
額
1
2
8
5
0
円

（
２
㎞

以
上
の
場
合
、
距
離
に

応
じ
て
通
勤
手
当
支
給
、
雇
用

保
険
、
労
災
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
に
加
入
）

選
考
方
法
　
面
接
、
書
類
審
査

鰹問 
検
査
所
（
和
久
野
さ
ん
、
辻
さ
ん
）

　
　
　
　
拶
４
５
‐
３
０
６
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用

促
進
協
議
会
職
員
募
集

◆
雇
用
促
進
支
援
員
（
１
人
）

応
募
資
格
　
上
富
良
野
町
、
中

富
良
野
町
、
富

良
野
市
、
南
富

良
野
町
ま
た
は

占
冠
村
の
住
民

で
、
普
通
自
動

車
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
可
）
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方

採
用
期
間
　

　
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

１０

２９

３１

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
　
分
（
休
憩
１
時
間
）

１５

休
　
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

勤
務
先
　
富
良
野
市
役
所
商
工

観
光
課
（
富
良
野
市
弥
生
町
）

業
務
内
容
　
企
業
訪
問
、
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
・
運
営
、
そ
の
他
事
務

賃
　
金
　
月
給
　
万
円
～
　
万

１４

１９

円
（
日
給
制
、
日
額
に
つ
い
て

は
職
歴
・
経
験
を
考
慮
し
決
定
、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
）

選
考
方
法
　
面
接
試
験
（
９
月

　
日
鰹火 
の
午
前
中
）

２０応
募
方
法
　
９
月
　
日
鰹金 
（
必

１６

着
）
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
、
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
富
良
野
市
役
所
商
工
観

光
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
３
９
‐
２
３
１
２

 市
民
参
加
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
実
施
結
果

富
良
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
７
月
　
日
か
ら
８
月
８
日
ま

２０

で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
を
行
い
ま
し
た
が
、
意
見
の

提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３
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問い合わせ　企画振興課 拶39-2304　

※対象地区は目安です。どの会場でも参加いただけますので、都合のつく日程
で参加ください。

開催日程　※全会場で午後６時３０分に開会します
◆９月２６日鰹月 　北の峰コミセン　対象地区：北の峰町・学田三区・御料

◆９月２７日鰹火 　末広コミセン　対象地区：末広町・弥生町・若松町

◆９月２８日鰹水 　西地区コミセン　対象地区：桂木町・新富町・西町・北斗町・学田二区・清水山・島ノ下

◆９月２９日鰹木 　栄町コミセン　対象地区：栄町・若葉町・幸町

◆１０月３日鰹月 　朝日会館　対象地区：朝日町・本町・日の出町

◆１０月４日鰹火 　南コミセン　対象地区：緑町・扇町・南町

◆１０月１３日鰹木 　布部会館　対象地区：布部・扇山・五区

◆１０月１４日鰹金 　瑞穂コミセン　対象地区：花園町・新光町・錦町・住吉町・瑞穂町・東雲町

◆１０月２４日鰹月 　麻町児童センター　対象地区：麻町

◆１０月２８日鰹金 　鳥沼会館　対象地区：鳥沼・大沼

◆１１月１日鰹火 　布礼別集落センター　対象地区：布礼別・富丘・八幡丘

◆１１月２日鰹水 　山部福祉センター　対象地区：山部全域

◆１１月８日鰹火 　麓郷集落センター　対象地区：麓郷全域

◆１１月９日鰹水 　東春地区コミセン　対象地区：春日町・東町

◆１１月１０日鰹木 　東山支所　対象地区：東山全域

市長と語ろう地域懇談市長と語ろう地域懇談会会
テーマ【その１】

人口減少対策としての
　新たな取り組みについて
虚結婚のきっかけとなる「出会い」を支援

許不妊に悩むご夫婦に対する助成

距満１歳までの経済的負担の軽減（紙おむつ助成）

鋸３歳から小学校入学前までの住民税課税世帯の通院医療費を無料

漁第３子以降の子どもの出産に対する出産祝金の給付

禦市内事業所・お店における授乳・おむつ替え用設備・施設整備の助成

魚東京大学富良野演習林を活用した森林学習プログラムの取り組み

亨子どもたちの心が向く郷土愛を育む大人とのワークショップ学習

享市内の企業紹介・求人掲載によるしごと情報の発信

テーマ【その２】

市内地域別の田園回帰１％戦略について
　９つの小学校区ごとの現状の場合の総人口、小中学生の人口を推移し、今後、何

世帯何人定住すれば人口が維持されるのかを推計し、市民のみなさんと懇談します。
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

ペ
タ
ル
踏
む
旅
人
の
背
に
晩
夏
光

橘
　
　
千
祥

無
造
作
に
郷
愁
詰
め
て
葡
萄
着
く

篠
田
　
　
瞳

魂
の
触
れ
合
ふ
戦
史
敗
戦
忌

　
　
　
　
　
東
　
　
弘
子

小
烏
の
し
き
り
に
鳴
け
る
あ
め
も
よ
い

　
　
　
　
　
手
代
　
満
恵

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
笑
顔
は
じ
け
る
夕
べ
か
な

武
部
　
洋
子

ベ
ラ
ン
ダ
の
朝
の
食
卓
ば
ら
を
摘
む

森
　
美
代
子

ヨ
サ
コ
イ
の
唄
が
な
が
る
る
リ
ラ
の
街

時
計
台
に
て
友
と
再
会
　
　
　
　
　
相
澤
か
を
り

病
み
つ
つ
に
心
の
汚
れ
消
し
去
り
て
　
　
　
　
　

夕
日
に
映
え
る
姉
の
横
顔
　
　
　
　
太
田
　
瞠
子

彦
星
の
手
に
織
姫
の
手
を
と
り
て

フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
の
輪
は
舞
い
や
ま
ぬ
　
富
永
　
ス
ミ

ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
酸
味
香
ぐ
わ
し
ジ
ャ
ム
煮
つ
つ

昨
日
も
今
日
も
真
夏
日
つ
づ
く
　
　
中
島
　
芙
蓉

出
穂
終
え
て
白
き
花
咲
く
昼
さ
が
り

富
良
野
路
穏
や
か
夕
焼
け
明
し
　
　
吉
田
　
久
子

▼ ２月からフェイスブックで行政情報やイベント情報を
発信しています。８月の大雨の時には気象情報も投稿しま
した。市内のホットな話題をいち早くお知らせするフェイ
スブック、みなさんの「いいね！」よろしくお願いします。
※富良野市のホームページからもアクセスできます。（む）

http://www.facebook.com/富良野市富良野市役
所-201449793542105

▼６月にオープンした農産物直売所ふらの樹海
野菜工房しずく。３カ月が経過し、改めて取材
をさせていただきました。毎週末賑わう中、金
曜日はゆっくり買い物をしたいということで、
特に主婦の方々が来店しているとのこと。１０月
７・８日には収穫祭も開催されます。みなさん
もぜひ足を運んでみてください（ほ）

りん（７歳）

近藤さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ泳

＝今月のリレーは＝

井上 直樹 さんから ▼ 近藤 知穂さんへ

＝来月は＝

近藤 知穂 さんから　 ▼ 金子 栄二 さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　小さい時に石狩から富

良野にやって来たりん。

散歩が大好きで、月１回

のドックランは欠かせま

せん。大きな声を出す立

派な番犬だけど、猫の「と

と」とは大の仲良しとい

う意外な一面も…。


